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日本藻類学会第15回大会プログラム

(1 9 9 1) 

学会会長 有賀祐勝

大会会長 香村真徳

会期 1991年3月27日(水)'"" 3月28日(木)

会 場 琉球大学教養部
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日本藻類学会第 15回大会プログラム

第1日目 (3月27日)

8: 50 大会会長挨拶 香村真徳

講 演(午前の部)

9:00 (1) 永井政次博士の幻の著.Laminariaceae of J apan 
川嶋昭二(函館市)

9 : 15 (2) びわ湖で発見された球状集団を形成する藻類について

0秋山優*・神田房行紳・川村元嘉*紳・船越真樹材料(*島根大・教育，帥北海道教

育大*榊滋賀県立長浜商工高，材料信州大・理)

9 : 30 (3) 体組織再生によるシマチスジノ V.オキチモズタの増殖

右田清治(長崎大・水産)

9 : 45 (4) 浮遊性珪藻 Chaetocerosの祖先型化石

小村精一(ジオサイエンス側)

10 : 00 (5) 沖縄県のミクロキスティス属藍藻の種組成

0加藤辰巳*・渡辺真利代柿・渡辺良之*(*国立科学博物館**都衛研)

10 : 15 (6) クリプト藻ヘミセルミス属の細胞構造と分類学的検討

0恵良国民由美・千原光雄(筑波大・生物)

10 : 30 (7) ハプト藻GψIyrocapsaoceanica 5株の増殖特性

0樋渡武彦*・津ロ友宏*・徳田 康*・高 坤山**・岡崎恵視*材・石原利章紳柿・赤野

徹**紳・清原正高*糾*(*日本エヌ・ユー・エス側・紳側関西総合環境センター・柿*東京

学芸大・材料関西電力側)

10 : 45 (8) 種々の光条件下における徴細藻類5種の増殖

o林至宏・有賀祐勝(東水大・藻類)

11:00(9) 緑藻ヒロハノヒトエグサの受精の解析，特に鞭毛基部の挙動を中心にして

0堀輝三*・前川行幸紳(*筑波大・生物，柿三重大・生物資源)

11 : 15 (10) ミカヅキモの交配型転換によるクローン内接合(セルフィング)

0市村輝宜*・笠井文絵材(*東大・応徴研，材国立環境研)

11 : 30 (11) 水草の Anabaenacylindricaに対する増殖阻害効果

0綿貫知彦・貝瀬利一(神奈川県衛生研)

11 : 45 (12) スサピノリのフり一糸状体に対する凍害防御剤の効果

0桑野和可*・有賀祐勝*・嵯峨直恒**(*東水大・藻類，判東海大・海洋)

12 : 00~13 : 00 (昼休み)

講 演(午後の部)

13 : 00~14 : 30 展示講演

(13) どうして Dunaliellasp.は南極の高塩水湖マ生きられるか

0綿貫知彦*.松下和弘柿・加藤賢三柿傘(*神奈川衛研，料日:本電子*紳閤立予研)

(14) 大型緑藻の Chlb/a比は種特異形質か?

0御園生拓*・中津愛美*・前川行幸柿・横浜康継糾*(*山梨大・教育・生物，林三重大

・生物資源*叫筑波大・下回臨海)
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(15) 生きている化石 Cymotolia

O中村美峰子キ・黒沢健二*・橋爪淳子*・猪郷久治判・石川依久子*(*東京学芸大・生

物，林東京学芸大・地学)

(16) 沖縄県慶良間諸島産 D叩 cladus(緑藻，カサノリ目)について

大葉英雄(東京水産大・藻類)

(17) コナハダ属植物の分類

吉崎誠(東邦大・理・生物)

(18) 褐藻 Coelocladiaarctica (オショログサ;新称，ウイキョウモ目)の形態と生活史について

0)11井浩史・佐藤格史(北大・理・植)

(19) 地衣類 Ditloschistιdi町'atsむから分離された共生藻類

0竹下俊治・中野武登・岩月善之介(広島大・理・植)

(20) 岩隙から分離された緑藻類 Dilabi.filumarthotyreniae (Vischer) Tschermak.-Woess 

O中野武登・飯田高明・岩月善之介(広島大・理・様)

(21) 褒状緑藻クピレヅタ (CaullゆalentiUグ'era)のピレノイド基質の高次構造

0宮村新一*・堀輝三h 当真武林(*筑波大・生物，材沖縄水試)

(22) 東南アジア産オゴノリ類の野外水槽培養による成長について

OA. Chirapart・大野正夫(高知大・海洋生物センター)

(23) 沖縄島及びその周辺離島の藻場(海草・ホンダワラ類)について

当真武(沖縄水試)

14 : 30~15 : 00 特別講演 (1)

Recent Progress of Marine Algal Studies in Korea 

Prof. In Kyu Lee (Seoul National University) 

講 演(午後の部)

15 : 00 (24) ハプト藻 Chrysochromulinahirtaの食作用一異なる粒子条件下での摂取速度の変動

0河地正伸・井上勲・前田 修・千原光雄(筑波大・生物)

15 : 15 (25) 海洋メゾコズムによる赤潮の誘発と植物プランクトンの消長

0庵谷 晃*・渡辺正孝紳・木幡邦男紳・木村敏彦料・山口伸一郎*材(*東水大・藻類，

特国立環境研，特*東京理科大)

15 : 30 (26) 高濃度CO2通気によるスサピノリの生長促進

0高 坤山*・有賀祐勝榊・浅田浩二紳*・石原利章材料・赤野徹材料・清原正高材料

(*依)関西総合環境センター，判東水大・藻類，神*京大****関西電力(同)

15 : 45 (27) 褐藻アラメの幼胞子体からの組織培養とカノレス形成条件

能登谷正浩・ 0長嶋美香子・有賀祐勝(東水大・藻類)

16 : 00 (28) 褐藻カジメの単為発生体および幼胞子体からの組織培養

0能登谷正浩・有賀祐勝(東水大・藻類)

16 : 15 (29) Dunaliellaの細胞融合に関する研究

O畠中芳郎・小林修・東原昌孝・槍山圭一郎(大阪市工研)
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16 : 30~17 : 00 特別講演 (11)

さんご礁海域の海藻類の活性物質

比嘉辰雄教授(琉球大・理・海洋)

17 : 10~18 : 10 (総会)

18 : 20~20 : 30 (恕親会)

第2日目 (3月28日)

講 演(午前の部)

8 : 45 (30) アマノリ糸状体の無菌同型接合体の作出について

O内田卓志・有馬郷司(水産庁南西海区水研)

9 : 00 (31) パラオ諸島で採取したオオパロユアの無菌培養方法について

0中西弘一*・嵯峨直恒柿(*海洋パイオ研，榊東海大・海洋)

9 : 15 (32) ワカメに内生する緑藻Bolhocoleonpiliferumの単藻培養と宿主藻との二藻培養による観察

0飯間雅文・右田清治(長崎大・水産)

9 : 30 (33) 褐藻ツルモの生長点の機能と微細構造について

0小亀安代・川井浩史(北大・理・植)

9 : 45 (34) 円石諜(ハプト植物門)の石灰化が光合成に及ぼす影響

O岡崎恵視・長沢良次(東京学芸大・生物)

10 : 00 (35) 黄色植物の光合成光捕捉頼粒

加藤哲也(京都大・理・植物)

10 : 15 (36) 三浦半島における大型褐諜クロメの分布と形態

0新井章吾*・筒井功柿・寺脇利信***(*側海藻研究所，林高知大・海洋生物センター，

紳*卵)電力中央研究所)

10 : 30 (37) 駿河湾におけるサガラメ海中林の分布とその群落構造について

林田文郎(東海大・海洋)

10 : 45 (38) 新潟県粟島の潜堤に成立した大型褐藻の極相群落

0新井章吾*・綿貫啓柿・山本秀一料*(*1側海藻研究所，料日本テトラポッド側，柿*

附エコー)

11 : 00 (39) 屋外水槽で自生したアカモクの生長と生育環境。その 1 光環境

11 : 15 (40) 

11 : 30 (41) 

0荻野洗太郎*・三宮信夫柿・坂本 亘料率(*のとじま臨海公園水族館，材京都工織大

-工芸，柿*京都大・農水)

ツルシラモの若い漢体および四分胞子体の寒天について

OC.A.Orosco*・沢村正義紳・大野正夫*・楠瀬博三神(本高知大・海洋生物センター，

**高知大・農化)

フィりピンセプ島産 Sa智即ummyriocystum.とSaぜ国'Sumsi/;匂回'sumの生態

Danilo B. L釘 go*・0大野正夫柿(*サンカルロス大，柿高知大・海洋生物センター)
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11 : 45-12 : 15 特別講演 (111)

On a More Natural Classification of the Primitive Green A1gae 

Prof.後jvindMoestrup (University of Copenhagen) 

12 : 15-13 : oo(昼休み)

議 演(午後の部)

(講演は会場Aと会場Bに分かれて行われます)

A 会場 B 会 場

13 : 00 I (42)羽状類珪藻Eunotia属における種の分類形質 I(58)粘液細菌地'%0&0&1削 fulv闘の溶藻要因につい
の評価.1.葉緑体，殻形，条線，パターンセ| て

ンター，縦溝の評価 | 佐々木次郎・ 0山本鎗子(明大・農化)

0真山茂樹*・小林弘**(*東京学芸大・生物，

キ*東京珪藻研)

13 : 15 I (43)日本産 Naviculabヮ'ophilaの電顕による検討 I (59)植食動物に対する無節サンゴモ類の摂餌刺
小林弘(東京珪藻研 激・忌避性

0藤田大介*・岩瀬洋一郎紳・坂田完三紳(*富

山水試，紳静岡大・農)

13 : 30 I (44)ナイル河で得た Cymbellaturgidulaの形態変異I(60)タイドプールに生育する海藻の光合成活性
o福島博傘・小林艶子紳・大塚晴江紳*(*東| に及ぼす海水濃度の影響

13: 45 

14: 00 

女体大，紳横浜市大，榊*神奈川公衛試 I0片山野康*・高倉久美*・横浜康継**(象東京
学芸大・生物，紳筑波大・臨海実験センター)

(45)広島市市街地の気生藻類

0半田信司*・中野武登柿(*広島県衛連，料広

大・理・植物)

(46)地衣類ダイダイゴケ属 (CalopUl&a)から分離

された共生藻

o飯田高明・中野武登・岩月善之助(広島大・
理・植)

(61)生育地を異にするナンプワカメの光合成ー

温度特性の比較

0斉藤宗勝*・片山吉子康**・横浜康継料*(*盛

岡大・短大部**東京学芸大・生物*紳筑波

大・臨海実験センター)

(62)アラメ・カジメ雌性配偶体の成熟に及ぼす

水温と光量の影響

太田雅隆(尉)海洋生物環境研)

14 : 15 I (47)緑藻，オオヒゲマワり自の Goniumquadratum I (63)タマハハキモクの室内培養における成熟に
の形態と有性生殖 | ついて

野崎久義(慶応義塾高 I0内田卓志・吉JII浩二(水産庁南西海区水研)
14 : 30 I (48)イタリヤ産ニセハネモの生活史 I (64)千葉県館山市坂田地先における大型褐藻ク

14: 45 

0高原隆明*・千原光雄紳(*専修大・商，紳筑| ロメの成長と成熟

波大・生物 I0寺脇利信*・新井章吾柿(*1側)電力中央研究所，

(49)本邦マングローヴ成の徴細藻類相の特徴，

単細胞紅藻を中心に

o原慶明・石田健一郎・千原光雄(筑波大・
生物)

市*側海藻研究所)

(65)和歌山県白浜産タロメにおける成長・成熟

と形態の季節的変化

筒井功・大野正夫(高知大・海洋生物セン

ター)
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15 : 00 I (50)原始紅藻綱イソハナピとトゲイソハナピの I(66)パロニアのカルシウム波
培養 | 石川依久子(東京学芸大・生物)

能登谷正浩・ 0菊池則雄・有賀祐勝(東水大・

藻類)

15 : 15 I (51)紅藻シ aウジョウケノリの形態学研究
o工藤利彦*・増田道夫柿(*札幌大・生物，神

北大・理・植物)

15 : 30 I (52)ジュズフサノり(紅藻，ガラガラ科)の形
態学的新知見

梶村光男(島根大・理・臨海)

(67)アルギン酸カルシウムからのカルシウム脱

鯵に及ぼす有機酸塩の影響

0中川禎人権・奥田弘枝市本(*広島県県立食品工

業技術センター・紳広島女子学院大)

(68)藻類のシステイ γ合成酵素について

0藤森泰*・中村勝人材・政回正弘*・田村五

郎市(*千葉大・園・生物化学，紳岐阜大・教養

・生物)

15 : 45 I (53) A New Combination in Aglaothamnion I (69)温泉藻イデユコゴメの培養温度と脂肪酸組
(Cerami抑制:貼odophyta) 成

o Boo， S.M.へJ.Rueness柿， I.K. L問料*T. 
Yoshida**** (Chungnam Nat'1 Univ.，神Oslo

U凶.v.，柿*SeoulNat'1 Univ.， ****Hokkaido 

Univ.) 

16 : 00 I (54)フィリピン産紅藻ソゾ属3種
増田道夫(北大・理・植物)

16 : 15 I (55) アッパモク Sa管制um cra判官'oliumJ. G. 
Ag釘仙の形態変異について

鯵坂哲朗(京大・農・熱帯農学)

16 : 30 I (56) 褐藻イソガワラモドキ (Hatterot砂即
canaliculatusを殻状体ステージとするカヤモノ

P属 (Scy加争'hon)の一種について

小亀一弘(北大・理・植物)

16 : 45 I (57)褐藻エゾヤハズ(Dゆ ItIerIsdivaricata，アミジ
グサ目)の生殖器官の形態

田中次郎(国立科学博物館・植物)

o長島秀行権・松本源喜柿・福田育二郎***伊
東京理科大・基礎工，紳東京大・教養*料東

京理科大・理)

(70)日本新産 Chlorarachnionsp.の形態と色素組

成

O畠U.J典子*・佐々 勤・渡辺信紳・高市真

一*糾(*日本ロシュ研，柿国立環境研，紳*日

本医大・生物)

(ο71ο)プラシノ藻類 (σPra剖sino。叩ph匂yce回ae)乃乃lTamim抗m脚n脚o開n叫a

pμar.巾1ceaeにおける限点の単離とその色索分析
0佐藤征弥*・佐々 勤特・堀輝三*(*筑波

大・生物，柿国立環境研)

(72)砂川水系(山形県高畠町)におけるミカヅ

キモ個体群の季節変動

0笠井文絵*・市村輝宜紳(事国立環境研，紳東

大・応徴研)

(73)津久井湖における植物プラングトンの鉛直

および縦断分布の季節変化

0斉藤昭二h 有賀祐勝**(*神奈川県水道局，

東水大・藻類，判東水大・藻類)

編集委員会:3月26日 18 : 00-19 : 00 ぎのわん・セミナー・ハウス(中会議室)

評議員会:3月26日 19: 00-20 : 00 ぎのわん・セミナー・ハウス(中会議室)

【干901-22沖縄県宜野湾市志真志517-1 電話 (098)898-4361-2】

ワークショ .1プ(海藻採集会) 3月28日 17 : 15 大会受付前集合(大学パスで熱帯海洋科学センターへ案内予

定)， 3月28日-3月31日



注意

受 付 1号館入口で3月27日(水)午前8時40分から行います。当日の参加申し込みも受付けます。

一般講演 1講演15分(1鈴10分. 2鈴12分，討議3分)です。時聞は厳守して下さい。進行に関しては，

進行係の指示に従って下さい。スライド(作成要領は会誌38巻4号を参照)は会場入口のスラ

イド受付に講演開始30分前までに提出し，講演終了後は，各自忘れずにお持り帰り下さい。

展示講演 展示説明は3月27日午後1時から 2時30分まで行います。展示物(作成要領は会誌38巻4号を

参照)の糊付けは午前中にお願いします。

懇親会 懇親会は3月27日(水)午後6時30分から中央食堂(琉大)で行います。大会当日の参加申込

は若干余裕がありますので，大会受付まで早めにお申し出下さい。

問合せ先

干903-01沖縄県西原町字千原 1番地琉球大学教養部2号館

会期中 (3 月 27 日 ~28 日)

日:本藻類学会第15回大会本部

電話(098)895-2221 (内線3013)FAJ<(098)895-2495 

会期前 (3 月初日 ~26日)琉球大学理学部生物学科

電話(098)895-2221 (内線2669儀間)FAJ<(098)895-5376 
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.3芝主亘書寵Iフヲ

食那覇空港から那覇市内への交通

【24番】石川線(大山経由).【 102番】空港子供の回線.【 111番】高速バスを利用し

旭橋(那覇バスターミナル〉下車，乗り換える.石川線〈大山経由〉を判用すると，国際通りの各

バス停〈松尾・牧志・安里〉で下車できます。

食那覇空港および那覇市内から会場への交通

0那覇空港から:タクシー料金約2.500円。 o那覇市内から約2.000円。
O那覇市内から:パス所要時間:約1時問。

系 統 名
系統 <>以外は那覇パス バス 間隔時刻 下車
番号 ターミナル発〉 会社名 〈分〉 パス停名

97 宜野湾線〈首里経由〉 那覇交通 15-30 
琉〈終大点東:口琉大北口)

102 空く港那子覇供空港の回発線〉 郡覇交通 15-90 琉大東口

25 石川線 〈中域経由〉 那覇交通 朝夕の2回 琉大東口

98 琉大線(バイパス経由) 琉球パス 10-30(-90) 琉大北口〈終点〉

25 石川線 〈首里経由〉 那覇交通 8-20 中部商業高校前

26 屋鹿名線〈首里経由〉 琉球パス 8-20 中部商業高校前

27 屋慶名線〈大謝名経由〉 琉球バス 8-20 中部商業高校前

111 高速パス バス各社 30-60 琉大人口
〈那覇空港発〉

下車後の
徒歩時間
〈分〉

約5

約5

約5

約10

約20

約20

約20

約15 

業 那覇市内のバス停には、市内線と市外線とで違うところがありますので注意して下さい.

来 【25番】〈石川線〉には中域経由と首里経由がありますので注意して下さい.

※ 那覇市内のバス停

く首里経由><中域経由〉

県庁北口一松尾ー牧志一安里一大道ー坂下一観音堂前一山111 一一一一〉琉大東口
〈バイパス経由〉

県庁北口一松尾一牧志一安里1区 〉琉大北口

〈大謝名経由〉

県庁北口ー松尾一牧志一安里 〉中部商業高校前

〈空港子供の回線〉

旭橋・・・・・・・大道一坂下一観音堂前一山川 〉琉大東口

*ま忠良ゐ法主之二公立込の利用者ヘ

編集委員会・評議員会 (3月26日午後6時〉出席者および投宿者は、次のバス停で下車す

;sとよい.琉大北口〈徒歩約6分).琉大人口〈徒歩約5分).中部商業高校前〈徒歩5分〉。
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日本藻類学会第 15回大会議糠要旨

特別講演(I)

In Kyu Lee Recent Progress of Marine Algal Studies in Korea 

The Korean sea.eeds .ere first intr叫uced

by Oka・ura(1892)， and .ere investigated by 
only a fe. scholars such as Gotton (1906)， 

Wakitani (1914)， Grubb (1932)， Ya.a.咽toand 

Kawa圃oto(1942)， etc. until 1945. The first 

paper by Korean W8S a flora (Rho 1954)， and 

then a list (Chong and Park 1955). The 

latter， however. included so I8DY .istakes， 

and .as revised by Kang (1964) later. A 

real taxono・icstudy on Kor飽且 sea曹eedsW8S 
started by Kang (1966) '00 the geographical 

distribution of aarine algae in Korea'. He 

listed there 414 taxa姐 ddi，ided the Korean 
coasts into fi'e sections based on water 

te.perature and the other hydrologic 

conditions. This paper beca.e a ・ilestone
to study Korean sea.eeds. Thereafter， the 

studies have been extended to floristic， 

ecological， syste.atic， and biosyste鵬 tic

approaches. 

The floristic studies曹eresucceeded by 

Moda (1966)， K. Lee and Kang (1971) and 1. 

Lee (1973) in early ti.e， and de，eloped 
intensi，ely since・id-1970. 1. Lee and Y. 
Ki. (1977)， 1. Lee (1980) and H. Lee aDd 1. 

Lee (1981) dealt witb distribution， 

phenology， and descripti，e notes on 
unrecorded or taxono・icallyre圃arkable
species. Tbe results attributed to clarify 

the geographic distribution and to add the 

nu圃berof Kore祖 sea曹関ds. I. Lee and Kang 

(1986) re，ised the checklist as 820 tala， 
including 48 blue-green， 81 green， 135 broWD 

and 356 red algae up to the ti・e， so that 
more than 200 tala were added since Kang 

(1986). At present .e expect tbey are aore 

than 850 and will be aore t凶皿 1000t8la in 

future. The ecological studies .ere first 

published b， Song註!U.(1970) adopting 
Saito and Atobe's .etbod (1970)， and 

cont inued by・anyinvest igators. In ear ¥Y 
ti.e they focused on the algal ，egetation 

according to Taniguti (1981)， but extended 

to multiple analysis， cluster analysis， 

producti，ity， autecology， etc. Y. Ki圃
(1983)， Sohn (1988)， and Kob and Ahn (1985) 

can be representati，e on these studies. The 
圃onograpbicand phylogenetic studies 冒ere

first published by Ueda (1932)，曹hoincluded 

9 Korean Porphyras. The first descripti拘

置onographby Korean .as on PO旦担旦 (Kang

1970). e01 JS i phon i a by Yoon (1988)， 

Haly.eniaceae by H. Lee (1987)， 担血iro呈by

Cho i (1989)，組dCladophorales by Oh (1990) 

can be representati，e in this field. 1. Lee 
and Yoo (1979) first published a ne. genus 

!il旦旦睦E盟担re盟盟 fro.the western coast 

of Korea. Finally， a biosyste・aticstudy was 
first puhlished by 1. Lee and West (1979) 

曹iththe second ne冒 genus， !!ansiphonia 

些旦盟nsis.Most of these works .ere carried 
ロutby 1. Lee and his students intensi，ely 
on the Gera.iales. Adopting scientific回目Bl

diving， they found・anyne. genera and 
species圃ainlyfro・GhejuIsland. Boo 
(1984)， H. Ki. (1988)祖 d K. Ki. (1990) c岨

be representati，e of the studies. Recently， 
1. Lee and his students eltend the曹orkson 

圃ixedphases reproduction and s自国tic ce 11 

fusiDn in se，eral Ceraaiaceae. 
Mext year is a centenary of the st叫y Dn 

圃arinealgae since Okaaura (1892). 目。.e，er，
a true research history can be only 25 J随 rs

ロrSD fro. Kang (1988). Therefore 岡田町

tasks are opened to us. During the ti.e 

about 250 papers ha，e been published and 
about 50 in，estigators including graduate 
stud四 tsare .orking no曹 Fortunately，the 

flora Df Korean algae elhibits unique 

characteristics different fro. neighboring 

cDuntries. This ・akesus happy in future 
study. 

(Depart・entof Botany， Seoul Mational 
University) 



特別講演 (11)

比議辰雄:サンゴ磁海織のfJi類の生物活性物質

これまで化学的研究を行ってきた神縄周辺の梅穫の

うち、生物活性物質が得られた紅藻3糧、褐穫1種、

緑事u種の成分について述べ."5.
ホソバナミノハナ匙鐙i皇h包堕盤血jをアセトンで
抽出して得た抽出物老、種々のクロマトグラフィーに

よって分磁したととろ、化合物(1)と (2)を含む

数種の新しいテルベン額が得られた.これらを化学的

記処理して得た鵠噂体のい〈っかは、マウスの白血病

細胞や人癌細胞に対して、強い細胞毒性老示した.

ソゾ腐の L些rencl呈盟盟盆豊からは、へJJ-ベス等の
ウイルスの繍殖を抑制す."53種の物質が見いだされた.

これらのうち、 1つは新物質で、ベヌヌタトリオール

(3 )と命名された.一方、i・註盟型通註IIは化学
的にきわめてユニークなソゾの1績である.ζの績か

らは、ソゾ属に特有な成分は見られなかったが、多数

の含臭素インF-ル類が得られた.これらのインドー
ル類には、グラム陽性蘭やコウジカピ額に対して抗菌

活性を示すものや、魚毒性老示すものもある.

褐漢のハリアミジ型旦盟主a笠並ulosaからは、多

数の既知ジテルベン類と共に、新化合物ヒドロオキシ

ジクチオダイアル (4)が得られた.乙の物質には抗

菌作用と共に、魚t;:対する煩食阻害作用があり、ハリ

特別講演 (m)
OJvind Hoestrup: On a more natural 

classification of the pri田itivegreen algae 
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アミジの防御物質として機能しているものと思われ."5.

興味深いことに、 (4)のテヲピアに対す."5鍍食阻害

性は、アミジグサから知られている類似化合物ジクチ

オダイアル (5)より強い.

緑穫のフサシオグサ E担虫自笠主fascicu I ar isから
は、合臭素ジフェニルエーテル (6)が単書置された.

この種の化合物は、 ¥tII綿煩からは知られていたが、穫
期からは初めてである. (6)には魚t;:対する摂食限

害性は見られなかったが、グラム陽性箇とグラム険性

留に対して抗菌作用があると共に、ハプ軍事による炎疲

を仰える作用がある.

B 

吋しoHdし酎
H戸，1;

3 

H 

‘ Rr OMe 
‘奇.，r r 

OHC 
人 .0_ A ..Jl 

.-:'~、'(7でγF

4 R"OH〆v 、Y
5 R"H 6 a， 

〈琉球大理海洋〉

includes the genera民昼担盟盟益 and駐車旦II旦rgen. 

nov. They differ fro田 othergreen algae indetails 

of田itosisand the flagellar apparatus and appear 

The advanced green algae have been clssified to constitute an old group of green algae. The 

and reclassified nu阻erousti回es. Hany phycolo- ultrastrutural basis for the new classification 

gists now accept the classification suggested system of pri固itivegreen algae will be discussed 

in the 1970s by Hattox and Stewart， who divided in detail. 

the advanced green algae into the Chlorophyceae， (Institut for Sporeplanter， University of Copen-

Ulvophyceae and Charophyceae. Host recently van hagen， and Institute of Biological Sciences， 

den Hoek has suggested a園uchlarger nu田berof University of Tsukuba) 

classes. There 1s no satisfactory classification 

syste圃 for the primitive green algae. A new 

sYste皿 isnow emerging， however， comprising two 

classes， the Prasinophyceae and Ped1nophyceae. 

The for阻er differ fro由 otheralgae in details 

of the flagellar apparatus and in the presence 

of flagellar scales， but there is 図。untingev1-

dence that so国e non-scaly for圃s should also be 

classified 1n the Prasinophyceae (notably 恒星盟-

E盟主主). The Pedinophyceae is a. new class and 
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(1 ) 川崎昭二:永井政次博士の幻の著.L訓 in町 ia-

ceae of Japan. 

北海道大学農学部保管の富郎金吾博士の遺品中に永

井政次博士による"Laminariaceaeof J岬師"と題する

A4版235枚の英文タイプ原稿2部がある.原稿作成年

はないが.1936-1939年と推定できる.Contentsは

lntroduction. Systematic part. Composition of the 

Laminariaceae-Flora of Japan. Literature cited. 

lndexおよび Plateよりなるが.そのうち lntroduc-

tion. lndexおよびPlateの原稿はないo Systematic 

partには当時の日本産14属48穏2変種28品纏の詳細な

検索表.文献.記載.和名.研究記録.分布と棟本の

記録がある.匙血血込担E盟註旦よ豆 Yendoは新属の

MeileoohYllum盟主邑.!!(Y.) M. et N. comb. noY.とさ

れたほか.1新種.1新変種.7品種のラテン記織がある.

ζの原稿が日の目を見なかった理由は不明である

が.その内容はNagai:Mar. Alg. Kuril Is1s. 1 (1940) 

において.二，三の変更はあるがほぼそのまま採用さ

れており，日本産コンブ類研究裏面史を知る上で参考

になる.

{函館市日吉町4-29ー15) 

(2) 0秋山俊事・神111房行**.川村元嘉***

船越真樹判事*:ぴわ湖で発見された球状集

団を形成する藻類について

肉眼的な大形の球状集団を形成する務類kして

は.木邦ではマリモ Cladophora sauter Lf.~Il­

teriおよびいくつかのその forma.ならびにヒメ

マリモ c.田in i ma r. m i n i maおよびその rormaであ
るフトヒメマリモなどが知られている.これらは

いずれも生態的には淡水産であるが.i毎産あるい

は汽水産のi担坐且旦ιba11の存在も知られてい
る(Gordonet al.1985;Sakai et al. 1977) .ま

た海産の球状集団形成穫としてはi且血血笠ιの
他 SlIonoomorphaなどが報告されている (Sakai. 

19~~) • また淡水産のものではこれまでに Cla-

包E位2以外の穣類としては藍務類の1民旦onemι
による球状集団形成が報告されているが(Noda.19

71)今回演者らは.ぴわ湖の比較的浅い(0.5-1目}

水底に発遣するマリモ様の球状集団の群落を発見

し.その欄成務類がよ且担凶笠ιであることを確
認したので報告する.

い鳥観大・教育**北海道教育大***滋賀

県立長浜商工高.材料信州大-理}

(3) 右田清治:体組織再生によるシマチスジノリ.

オキチモズクの培殖

シマチスジノリThoreagaudichaudiLオキチモズ

クHemalionops is包且盟謹は紅穣ウミゾウメン日チ

スジノリ科のi制舗で.四国や九州のきれいな河川に
産する.分布が局地附であるため.幾つかの酎邸主天

縮政念物に指定されている.しかし河川|の汚染なと

環境慈化で.これらの産地では生育カ寝徴したりすで

に絶滅した所も少な〈ない.

そこで、岡種仰ほふ〈体(也盟主鍾邑呈~stage) を保

存培養し、その体を結断して基質に再生付着させ.流

に移植する方法で埼殖を計ってみた。胞子発芽休をシ

ャーレで単蕊培養し.その体を時者切断して植え継ぐ

ことにより.永年保存培養することができる.閉じ方

法で石や貝殻などに再生付着させ. 1-1.5ヵ月室内

培養し固着させた後‘屋外の池の訴前1に移したところ.

t出鮪句容易に多数の成寓休が得られた.ここでは.そ

れらの試験結果について報告する.

(長崎大.水産)

(4) 小村精一:浮遊性珪穣Chaetocer白書の祖

先型化石

北海道の珪積土質第三紀層中には休眠胞子般

が多数出現し.現生海洋の筋合と同様に.珪様

群集の過半数を占める場合もある.これらは親

細胞の被殺が破損されて楳の胞子般のみが保存

されているために.化石珪穫の研究ではほとん

ど無視されてカウントされることもない.しか

し.稀に出現する完全に保存された被殺は

E主主担竺旦Eとは異なってsetaeをもたない.こ
れらの標本は透明で薄い楕円筒形の被般のなか

に一個の休眠胞子を内包しておりsetaeを持た

ないこと以外は豆担旦旦笠笠属の特徴をそなえ

ていて.その祖先型と認められる.この型の化

石は100を越える種類が未だ記載されないまま

に放置されている.形態に特徴があって識別が

容易で，しかも産出個体数が多い若干の種を先

ず記載する.

(ジオサイエンス橡式会社}



(5) Ohu麗辰己ト渡辺奥利代帥・滋辺健之h 沖縄

県のミクロキスティス属藍蕩の種組成

演者らは日本産のミクロキスティス也cro笠註l!属

藍漢について、外郎形態と酵素多型に基づ〈分子分類

学的再検討を行い、同属が少な〈とも4つの分類僻か

ら成ることを明らかにした.さらにそれらの日本列島

におげる時空的な分布状況について、遺伝子型レベル

での解折を継続している.その一環として、沖縄県下

のおの湖沼から湖水を探取し、同属産漢の存否および

種組成を調査した.

その結果、国頭郡東村、石川市(神縄本島)、島尻郡

南大東村(南大東島}、石垣市(石垣島〉、八重山郡与邪

園町〈与部国島〉の7地点から計40t集のミクロキスティ

ス属産自車が得られた.このうち与郊園町の2地点では

プルームが観察された.群体の形状や枯質輔の光学的

性質から見て、これらはすべて広義の!!..，.aeruginos旦

に属すると考えられる.そのうち12練はs型、 15練は
L型の典型的な形勉を示しているが、残り13練は従来

知られていない特異な形餓をしており、その正磁な所

属を決定するためには遺伝子型レベルでの解析が必要

である.なお!!..，.viri昼1!.!!..，. ~旦盟恒盟主1 の 2 種は

見出きれなかった. 付国立科学樽物館・榊都衛研)

(6) OJl良国民由美・千原光雄:クリプト蕩八ミセ

jllミス属の細胞構造と分類学的検肘

ヘミセルミス属 (Hemiselmis)は光顕レベルでは縦

講一咽喉部が細胞短軸に沿って発達するとkにより特

徴づけられるクリプト漢である.本属は現在までもっ

ぱら海水から報告されており，わが国でも沿岸域を中

心に広〈分布すると考えられる.一般にクリプト穫で

は葉緑体の色宙開と細胞構造とのあいだに明瞭な対応関

係が存在することが明らかになってきているが，興味

深いことに本属には紅色の葉緑体をもつものと育緑色

の葉緑体をもつものの2群が含まれる.

これらを背景として，演者らは東京湾より分商量した

紅色種 Hemiselmisbrunnescensと，瀬戸内海より得

た育緑色積庇 virescensについて.電子顕微鏡を用

いて微細縛遣を観察し，両者の比較を行なった.

その結果，鞭毛基部や業縁体，核およびヌクレオモ

ルフ等の一般的なオルガネラの形態および配置につい

てはほぼ岡ーで.両者のあいだに他属聞でみられるほ

どの差異は寵められなかったが.ピレノイドのマトリ

クスに入り込むチラコイドの形状等に怠いて相違があ

るととが判明した筑波大・生物科学系)
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(7) 0樋渡武彦・湾口友宏・徳田 E酢・禽 締山

"・岡崎恵観***・石原利章・赤野 徹・清原正高"**

傘:ハプト穫皇位註笠笠.!!!笠笠且ca5樵の稽殖特性

皇位担笠笠笠笠笠且豆呈 5練における増殖特伎を明

らかにする目的で，異なあ照度と温度におl:tる鯵置培

鑓条件下での増殖鼠験を行った。 5糠の内訳は油霊童湾

E量2練 (AB-l，2)，和歌山有岡沖趨2練{服・6，7)と

国立環境研究所保存機 (NII!S-353)である. 照度試

験では60，100μ 目。lIm2/sにおけ.a;稽殖が良<，練別

ではAB-2，WK-7，NII!S-353，WK-6，AB・lの聞に増殖速度が

速い傾向がみられた.増殖密度の最大はNII!S-353棟で

1. 4xl 08 cellsl目Iを示した(100μ 目。lIm2/s) • 温度

試験では20，25"cでの縛摘が良<，線別では (25"c 

の場合)WK-7，AB-2，NII!S-353，AB-l，WK・8のF慨に増殖速

度が速いことが偲められた.増殖密度の最大はNII!S・3

53練で1.6Xl08 cellsl回Iを示した(25"C). 

(*日本Zヌ・ユー・エス{練)， ** (練)関西総合
環境センター，判事東京学芸大学， ****関西電力{糠)) 

(8) 0林至宏・有賀祐勝:種々の光条件下におけ

る微細藻類5種の噌殖

緑藻担旦且且lasp.ブラシノ藻主主翌且且呈

tetrathele.ハプト藻 Pavlovalutheri. I圭藻

Tbalassiosiril sp..クリプ卜藻血盛盟盟主主 sp.を光

量が異なる白色光 (10. 30. 50. 120. 

200μmol'm-2・S-I )と同じ光量の青色光.緑色光.

赤色光の下で培養し.増殖速度および藻体の色調の変

化を比較検討した.その結果.担盟且且lasp.. 

1barassiosir'a sp..血盟盟盟笠 sp.の3種は光量が

多いほど増殖が速かったが I.担主旦担leは
120μmol'm・2・s-1 の下で f.!旦主h旦riは
50μ回ol'm・2・S-I の下で最も増殖が速かった.5種と

も青色光下で最も増幅が速かったが.次いで増嫡カち墓

かったのは.Dunaliella sp.と1担主呈生邑Eでは赤
色光.f・些些笠i.]balassiosir'a sp..血盟盟旦笠
sp.の3種では緑色光畑下であった.また.藻体の色

調は.光量や波長によって変化した.このことは.光

合成色素の量比の変化によるものと推察された.

(東水大・藻類)
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(9)0縮 御三※・前川行幸※※:緑議ヒロハノヒトエ

グサの受精の解折、特に胸毛基自日の挙動を'1'心にしτ

ヒロハノヒトエグサ(Honostr日目alat1SSiIlUBI)の有
性生殖過程を電子顕微鏡で解析した.別々に放liIさせ

た雌・雄配偶子を混合し、 経時的』こ闘定・観察した.

20秒後には、鞭毛が出る細胞前端で既に融合を開始し
たplanozygotesが高い頻度で観察される.最初、岡配
偶子の細胞膜は純毛基部(bb)の僅かに斜め下の部位で
相互に接触・融合する. 引き続き、それより後方の、

しかし細胞前半分に限られた1-2の邸位で点状に融合

する.その後細胞前半分においては融合商の鉱大が、

後半分では膜の形状変化が起こり、球形化へ向かう.

配偶子のbb基部は互いに反時il廻りにずれ、オーバ
ーラッピングしτいる.大多数の配偶子は細胞前端を
揃えτ融合するので、雌.t/t配偶子に由来する2組の
bbsは受精初期には 5-600 nlD離れて平行に配置する.
十数秒の中に同組は援近する. 近擁内面側bbsは聞も

な〈一直線状に列ぴ、次いで11/5時配列にずれる.こ

の聞に外商側のbbsは反時計廻りに位置を変え、全体

は4本純毛逃走子の41闘のbbs配列に近似した配置をと

るようになる.純毛斡糸は鞭毛臓の波動により、縫合

子内に併合された後、分解される. 遊走子機bbs配置
は球形化の進んだ4時間後にも保持されτいるが、 6時
間目頃から崩れ始める.12時間後でも各ベアー単位は

保持されている.この問、 bbsはトランジッション郁

を保持したままである※筑波大、※※三重大)

(10) 0市村籾宜*・笠井文絵**:ミカヅキモの交

配型転換によるクローン内援合(セルフィング)

旦笠坐註2旦些岳山笠且iの本来ヘテロタリ、yヲな交
配型AのJ5-48-2(マイナス)株ではまれにセルフィン

グが起こる.J5-48-2を片親に持つ F，株には、高頻度

にセルフィングを起こし、しかもプラス及びマイナス

のどちらの交配型とも接合子を形成する稼が生じた。

セルフィングによって形成された縫合子からはセルフ

アーのみならずプラスとマイナスの子孫が生じ、マイ

ナス稼との交配で得られた接合子からはプラスとマイ

ナス綜が 1対 1、プラス抹との交配で得られた接合子

からはプラスに対してマイナスとセルファーの合計が

1対1に分隠した。セルフイングクローンにおいて対

合中の配偶子漢を剥厳し、各々のベアを再びクローン

培養するとプラスとマイナス、プラスとセルファー、

プラスとプラスの組合せの採が得られ、マイナスとマ

イナスやマイナスとセルファーの組合せは得られなか

った.これらの事実はセルフィングクローンでは交配

型マイナスの細胞の一部が栄養分裂中に安定な交配型

プラスの細胞に転換していることを示していると考え

られる。(*東大・応微研、**国立環境研)

(11 )0綿貫知彦・貝瀬利一:水草類のAnabaenacvlindrica 

に対する増殖阻害効果

水草の藻類に対するアレロパシ一作用を知るために

ペーパーデ4スク訟を用いて実験した.水車を80%エ

タノール抽出物を積織後さらに酢酸エチルを用いて酸

性，塩基性，中性および水浴性圏分とに分商し，水溶

性画分はさらにエタノール可沼健および不調理性とに分

商して実験した.とこでは日本各地の河川で多摩する

アイノコイトモの酸性圏分をさらに区分し検当した結

果についてのベる.

酸性画分の増殖阻害活性の本体を知るために炭末カ

ラムおよびシリカゲルーフラシュを用いてクロマトグ

ラフを行い各フラクションについてι且ili凶以臼に対
する糟殖阻害を軟寒天重層訟で検定した.~目殖阻害活

性が観祭されたフラクションをさらにジアゾメタンに

よりメチル化した後.GC-MS測定し糟殖限害活性化合

物の検定を行い得られたマススペクトルよりライブラ

リーリーサーチを実施し所，サルチル酸，セパシン敵

アゼライン酸.nーカプロン酸，フzニル酢陸自などのカ

ポン酸の存在が推定された.とれらカルポン酸の墜重量

弘主弘通坐詮旦に対する増殖阻害効果を調べた.

(神奈川県衛生研究所)

(12)0桑野手日可本・有賀緒勝*・嵯峨直値**:スサ

ビノリのフリー糸状体に対する凍害防御剤の効果

スサビノリのフリー糸状休の凍結保存法開発の一環

として，いくつかの凍害防御舟jの効果について検討し

た.使用した凍害防御剤は，ジメチルスルフォキシド

(DMSO) .グリセロール，エチレングリコール，

プロリン，塩酸ベタイン，スキムミルク，グルコース，

スクロース，ソルピトールおよびマンニトールである。

これらを含む凍結媒液にフリー糸状体を懸濁させ. 0 

℃で1時間平衡させた後，フリーザーに入れ凍結した.

解凍は.40'Cのウォーターバス中で行った.その後，

ニュートラルレ、yド染色により細胞の生死を判定し，

生残率を求めた。 -30'Cで凍結した場合.DMSO. 

プロリン，スクロースに凍害防御効果が腿められ. D 

MSOが最も効果的だった.DMSOとソルピトール

を併用すると凍害防御効果が上昇した.この場合でも

凍結期聞が長くなると生残率は急速に低下した.-80 

℃で凍結した場合，使用したいずれの凍結媒織によっ

ても，一昼夜で大部分の細胞が死んだ。以上のことか

ら，フリー糸状体を-30'Cまたは-80'Cで長期間保存

ずることは困難であり，二段階凍結法による繊体窒素

中での保存などの検討が必要と考えられる.

<*東水大・5車穎.**東海大・海洋〉



(13)0綿貫知彦"・松下和弘"・加藤賢三".どうして

幽盤U且ilsp.は南極の高塩水湖で生きられるか?

甫鍾昭和基地付近にあるRellcttypeの高温水湖

である船底疋は夏期に幽且品且ilsp.による81。仰

が出現した:分麗第饗されたQ.sp.は鍾適温度20'C

6-81の塩11度で良好な糟殖がえられた.也阻U且i且
は細胞壁がないため浸透庄のより高いあるいはより

低い培地に移った時.shrlnkまたItsweel細胞容積

を変化させ.さらにglycerolなどの浸透圧繭盤物質

を相減させて容績を元に戻すととが知られているの

で塩ストレスの研究に適した材料である.私途はこ

のQ.sp. と且且Li.m叫且旦主畠を材料として生物を丸ごと

あるいはその一郎をそのままの状態で化学的情報を

得ることの出来るNMR(核磁気共鳴法)で 1 Hお

よび13C-NMRを使って観測した所，主要な浸透圧調

盤物質はGlycerolであり.CH • • CH3 • CII. '-CII 3 • 

-C∞H脂質などのシグナルが検出された.さらに，

!l. Sp. とD.Drimmolec:laを-20'cで凍結し.1ヶ月後

室温で解凍し検鎖した結果且且U皿担叫亘の綴毛運動

は金〈観聖書されなかったが.Q. sp.では20-30嶋が活

発に綴毛運動をしていた.南健康!l.sp. は耐塩位で

あると同時に酎凍佐である可能性が高いと考えられ

た"神奈川衛研 .20日本軍子."国立予研

(14) 0御園生拓・中湾震美・前川行幸・・横浜康雄・・:

大型緑磁の Chlb/a比は種特異形質か?

一般に緑穫の Chlb/a比は生育光環境によって変

動することが知られている.この現象は環境に対する

穫の適応反応であると説明される.しかし，実際には

生育環境の帳は積によってさまざまである.これらの

種の遣いは，色素系の適応能力の差として現れるので

あろうか.そこで今聞は.浴中のさまざまな深度で5

種の大型緑磁を鰻重量し.経時的に Chlb/a比を測定

して培養深度との関係を調べた.その結果.この鐘は

深度によって変化せず，種特異的であるということが

わかった.すなわち.アナアオサやミルなどの生宵深

度幅が大きな種は.ストレインによる住み分けを行っ

ているという可能性が示唆された.

なお分併の過程で.シリカダルカラム(Inertsll 

SIL)を用いた頗相 HPLCによってクロロフィルおよ

びIJロテノイドを効率よく分隠する方法を開発したの

であわせて報告する.

{山梨大・敏育・生物.・三重大・生物資源.“筑波大・

下回臨海}
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(15) 中村美峰子*・1&¥沢健二*・橋爪淳子*・

猪郷久治*地・石川依久子*生きている化石

Cymopo!ia 

岐阜・金生山の2億5000万年前の地層で見られ

る蕊類化石の多くは Mizzia と分類され、現生の

Dasyclada les の化石積で・はないかと考えられてい

る. 演者らは、 1関0年11月、金生山において Mizzia

I1Jft石を大獄に合むお石を多数採集することができ

た.この岩石の薄片をつくり.光学顕微鏡を周いて化

石種の形態を観察した.一方、 I鈎O年4月、 i中縄中滅

i竜で Cymopo!iavan Bosselを採集し、光学顕微鏡と走

査型電子顕微鏡で君臨休の外節および内部形舗の詳細を

観察した.ことに務休の agelngにともなって側枝の

聞に石灰化が進み、生細胞が失われ、化石砲に頬似し

た形態に変化する仕組みが理解された. 両者の形態

の比敏から、 Cymopolla~主笠ei が金生山のMizzla

sp.と著しく類似しており、 2億5000万年を経た

生きている化石であるという稽信を得た東京

学芸大学・常生物学教室・**地学教室}

(16) 大業英雄:狩縄県鹿良閲諸島産 Dasycl鍾盤

{緑藻，カサノリ目)について

~込起草呈属は，地中海，カナリー諸島，カリプ

海，インド洋から3種 (D.盟Z且盟担豆呈， !!・坐堕盟呈，
E・旦盟謹呈)が報告されている。太平洋海域からは，
新崎(1950)の沖縄島での採集記録を除〈と，本属の
分布に関する報告はない.今回，本属に属すると思わ

れる縞物体を，沖縄県鹿良聞諸島の阿嘉島，度留間島，

外地島から多数採集できたので，その生態的，形館的

特徴について報告する.

本種は，裾磁の礁斜面下都から平坦な砂磁底への移

行部{水深15・25田}に散在する穏や転石上に窓生して
いた.議体は単条で，縫様状をなし，直立するかやや

湾曲し，高さ10-25園田，直径1.5-3.5mm，黄緑色~濠緑
色を呈し，石灰質を沈着しない.~直線は癒状敏からな

り，基質{石灰質)申に穿孔している.中紬は管状で，

a径400・900μ田，各鎗生部から8・12本ずつの輸生枝を
派生する.輸生枝は3・4回分岐し，第1・2分岐点では3・

4分後を，第3・4分岐点では2・3分伎を生じる.殻先端

の細胞は砲事事状で，先鏑が尖る.砲偶子.は球状で，

直径400・500μm，輪生枝の第1分岐点申央に1個ずつ形
成される.以上の特徴から，本種は E・盟盟主叫盆益
(Scopoli) Krasserに最も近いと考えられる.

(東京水産大学)
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( 17) 吉備誠:コナハダ属植物の分類

コナハダ属(lJ.ag低且)は真正紅瑛類ウミゾウメン自

のー属で、体に石灰を沈着し、乾燥すると粉をふいた

ようになるのでこの名がある.熱ヰ替、亜熱帯海域に広

く分布し、 100余種を含む大きな嵐で我国の沿岸にも

10余種の生育が知られている.近縁の属や、同属内の

穏とも、外見的にも組織構造的にも似たものが多く、

分類は極めて図鐙である.コナハダ属は、1)体に石灰

を沈積する、 2)造果枝は、同化糸に側生、あるいは同

化糸細胞の肩部に生じ、造胞糸の発達と共に、同化糸

細胞に鋼生した状態となる、 3)造果枝は3-5細胞か

らなる、 4)受締した造果器は上下2個の細胞に分割し、

上方の細胞がさかんに細胞分裂をくりかえして造胞糸

を形成し、下方の細胞は柄細胞となる、ち)果胞子体は

球形で、果胞子体あるいは造果枝の周囲は総芭糸によ

って取り囲まれるという特徴によって他の属から区別

される.包弘ill且属と、~以且属は、これらの

特徴からコナハダ属に含まれる.コナハダ属植物の巣

胞子体形成過程を図示し、コナハダ属と近縁の腐との

分類を考察する.

{東邦大学理学部生物学科}

(18) 0)11井浩史・佐藤格史:褐藻色単旦且白且

巴旦担旦 (オショログサ;新称，ウイキョウモ目)

の形態と生活史について

色叫些且坐且包且主主は Roseavinu(1893) によ

りグリーンランドの材料にもとづき記載された。その

後この穏に関する報告は多〈ないが，北大西洋東岸，

東シベリア海での分布が知られている.今回北海道忍

路において本穏に同定される穏を採集したので，その

形IIJ及ぴ培養下での生活史について報告する.

本書事lま初夏に水深 1-3m程度の亜潮間帯上郷の岩

や小石の上にカヤモノり等に混じって生育し，高さ約

3 cm，直径O.3mmlこ逮し不規則に 1-2回分枝

する.署員体は 1-3層のほぼ無色で大型の内層の細胞

と1-2層の色素体に富む小さな表層の細胞からなり，

褐務型の毛を有する.成熟すると表層の細胞より，本

種に特徴的な長さ 3-4細胞で分枝する複子蜜を生じ

る.単子11は観察されない.

複子嚢由来の遊走細胞は培養下で間接糸状型の禿芽

を経て分校糸状となり，その上に直接，特徴的な綾子

嚢を生じる多列形成的な直立覇軍体を生じた。

(北大・理・植物)

(19)0竹下俊治・中野武登・岩月筈之助:地衣穎

D1p10回 histes昼担旦E豆呈から分障された共生漬矧

痴状地衣類 1)ip10schistes豆担豆盟里担{キッコウゴ

ケ腐の 1積)の共生務類について分類学的検討を行っ

た.乙れまでにキッコウゴケ属 9績から Trebo旦豆豆

腐の 5f.重(I.盟主mm笠虫皇.I. cr呈旦温星回.I. 

g!g呈監盟.I.註旦E旦塩豆皇.I. ~且旦旦旦皇旦.!j，)が共生E高

知として報告されている (Friedl& G且rtner1988). 

本研究の結果，キッコウゴケ腐の共生iil類として新た

に Tr呈並旦旦重量豊xce旦笠主呈が認められた.I. 
笠笠旦主主旦は単細胞性の緑涜頬で.栄養細胞の多くは

直径10-15μmの球形で，業縁体は深く切れ込み. 1偲

のピレノイドを持つ.ピレノイドはデンプン絹を持た

ず，細胞の中心から外側に片寄って位置するのが特徴

である.無性生殖は遊定子および不動胞子形成によっ

て行われる.有性生殖は観型軽されなかった.I. 

~旦E且豆呈は，ハナゴケ腐(豆注昼旦旦i旦).キゴケ腕

{塁盗re旦豆呈旦担旦).サルオガセ属{旦豆旦皇呈)など.綱骨

の地衣矧の共生潔類として知ちれており，日本ではイ

?tウゴケ巴垣昼旦旦語豆旦担呈旦1)から分離されている。

{広島大・理・植物)
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広島県宮島町の海岸の飛抹帯にある岩の割れ目から

緑藻類旦並並旦1旦m笠生opyre叫星空を分隊し，培養を
行なった。本種は Vischer1:: Klementによって.海

産地衣類住生E陛竺叫呈型且些笠叫~ (=~.並担ι. ~. 

単担主主~)から分隊され. Vischer (1953)によって

pseudopleuroc∞氾uS包生E陛巴且笠として記載された。

その後，本種は不動胞子と4本の鞭毛を持つ遊走子を形

成することから Tschermak-Woess(1970)によって

Dilabifilum属へ移された.本研究では，野外機本と

婚養標本について本績の形態を詳細に観察した.その

結果.本績は Tschermak-Woess(1970)が記載している

織に，野外標本では単細胞か 2-3細胞であるが.培養

するk分綾する糸状体となり，不動胞子と 4本鞭毛の

遊走子を形成することが確認された.場養実験の結果，

本書車は淡水藻類用培地と海水溶地のどちらでも生育可

能であることが明らかになった。なお本種は日本新産

である.

(広島大・理・植)



(21) 0宮村新一・・編輝三・・当奥 武・・: 奮状線

潟クピレヅタ(~且叫呈辺呈担旦且!ill笠旦}のピレノイド
11;質の高次構造

iI類の葉緑体に存在するピレノイドは、光合成の炭

酸固定に働〈 リプロースー1.トユリン酸カルポキシラ

ーゼ(Rublsco)の存在場所と考えられている。 ところ

が、われわれは、震状線君臨フサイワヅ夕、クピレヅ夕、

黄緑色潔タピレミド回の葉緑体では葉緑体DNAがピレ

ノイド基質に局在するという特異な現象を発見した。

今回は、クピレヅタのピレノイド釜質の高次構造を明

らかにするために、界面活性剤処理を行な勺て微細徳

造を調べた。ピレノイド基質は、通常の超薄切片像で

は均質な構造に見えるが、 lxTrl ton X100で溶解する

と、切片ではみられない「結晶要素」、 「電子密度の

高い紐子要素」、 「鎗縫要素J、 「それらの聞を埋め

る物質Jが観察された。さらに、 Pronase E処理で「

電子密度の高い佐子要素J、 「それらの聞を埋める物

質Jが、 DHase I処理で「舗錐要素Jがそれぞれ消失
したので、タピレヅタのピレノイド基質はタンパク質

性位子要素と葉緑体DHAで栂成される高次格造をとっ

ていると考えられる。

作筑波大・生物科学系、 H沖縄水試〉

(22) ()A.Chirapart・大野正夫:東南アジア産オゴノ

リ類の野外水槽培養による成長について

寒天原藻として採取あるいは養殖されている東南ア

ジア産の生盤且笠通盟立盟盤皇タイプ(マヱラ湾)， 

L笠註盟盟望(マニラ湾)， !i..coronopifoli!l (イ
ンドネシア)，弘主旦皇(タイ)， Eo bca vernosa 

主辿笠1(タイ}について，高知大の野外水槽(流水)
にて 1990年6月から10月まで培養を行い.成長につい

て調ペた.

!i..盟立盟盤皇タイプは比般的細い分枝を多〈持つ穣

体で鮮やかな紅色し， 82個以上になった.日開成長率

(重量)は 7月中旬 25.2"C，塩分33.02の環境下でJ

日開成長率 (G.R. D) 22.65%と非常に高い値を示した.

同じ時に色箆且盟盟通は， 11.02% (G.R.D)であっ

た.~且辿旦iは，タイで養殖も行われ，寒天原君臨と

して，最も多く利用されている種類である.この種の

最大日間成長率は7月下旬26.2"Cの時， 13.75%を示し

た.同じ時に!i..担盟皇の日間成長率は8.31%であった.

!i.. ∞ronopifoliaは，塊状に成長し，やはり7月下旬
に最大日間成長率 13.83%であった.これらの結果か

らマニラ産弘盟立堕鐙皇タイプと~li虫笠iは他地域

の有用寒天原穫と比較して高い成長率を示した.

(高知大・海洋生物センター)

(23) 当真武:i中縄島及び周辺縫島の藻場

(海草・ホンダワラ類)について

サンゴ礁織のE車場についてカラー航空写真と垂直分

布調査 (1989、1990)から海草E車場は2m以浅、ホンダ

ワラE車場はそれより沖合から礁原にかけて多く生育し

、約5m以浅に多く生育していることが分かった.ホン

ダワラ類は礁池と磁原において生育する種類、生育密

度に差が見られ、前者にコハギモク、 Sarusassumpo-

1 iporum等丈の低い種、後者にヒラクキモク{仮称)、ヤ

ツマタモク等の長い種が高密度に生育した.沖縄島の

5..以浅の面積を比較すると東海岸械;20，179h. (59 .51) 

、西海岸域;13， 716ha(40. 5%)と大差はないが、渓場面

積では東海岸織が海草議場1，205ha (90.6%)、ホンダワ

ラE車場6，642ha(99.4Zlを占めた.海草E車場は東海岸岐

に普通にあるが、西海岸域には糸満地先、那覇空港地

先他N 個所に制限されている.海草五車場を1977年と1

988年以降の航空写真を比較した結果、その位置、規

模は基本的には変化していない.紅蕩イワノリ、ハナ

フノリ等の分布、海草E車場の垂直分布、規模から蕩場

が形成される要因として冬期(NE、E)・夏期(SW...jrf)季節

風の影響とサンゴ磯を含む陸上地形(島軸がNE~SW)の

関係に焦点を当て考察する沖縄県水試)
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(24) 0河地正伸・井上勲・前回修・千原光経:ハプト穣

EhrY8ochro園日l1na hlrtaの食作用ー異なる粒子条件下で

の摂取速度の変動

我々けま， C. hirtaを用いて，ハプト.1:特有の細胞構造
であ~ハプトネマが餌粒子の傭獲と遷般に重要な役割を演

じτいることを明らかにした(日本植物学会第55大会). 
c.也旦旦は，ハプトネマ上に捕獲した餌粒子を強固な粒子
塊に加工しτから摂取するが.直径が約5μmを超えるサイ
ズの徹子塊は摂取不可飽であった.このサイズが摂取し得

る限界値であった.摂取速度は.細胞内に媛取された粒子

数の経時変化から算出され，一般的には粒子密度と比例関

係にあると考えられている.しかしc.包註旦では，ハプト
ネマで形成された粒子塊のサイズは粒子密度に比例してい

たが.摂取速度は必ずしも比例関係にはならなかった.例

えば.餌粒子として直径0.9μmの蛍光ピーズを用いた時に

は.領取速度は約5・106/・lの密度まで密度の稽加とともに
増加し，次いで減少した.ごの減少は， 5・1日6/1・l以上の密
度条件下で，摂取限界値を鱈える粒子嫌が形成されること

で生じていた.一方.粒子サイズと摂取速度は反比例的な

関係にあった。とれほ，同一密度条件下で，より大きな粒

子ほど大きな粒子塊を形成し，摂取限界債を飼え易いごと

に起因していた.以上の結果に加えて.摂取速度から算出

した水の泡過速度(cl回rancerate)についても考寮する.

{筑波大・生物科学系}
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(25) 0庵谷 晃・・渡辺正孝"・木幡邦男"・木村
敏彦“・山口伸一郎H ・: 海洋メゾコズムによる

赤潮の誘発と植物プランクトンの消長

I 939年夏に播磨灘家島の地先に設置したメゾコ

ズム(直径5m.深さ 13m)に現場海水を隔荷量し，

様々 の操作を経て旦盟!!盟主!!!....赤潮を発生させた経線

については.渡辺らによる報告がある(日本海洋学会

1990年春季大会)。

ここでは.赤潮発生に至るまでの各譲類の消長を，

捕食者である動物プランクトンの変化と比較して報告

する。 24日間の実験期間中 1日置きに各藻類種を計
数し，その現存量を漢体表面積で表した優占種は，珪

藻の堕l空笠l旦!，!!"令官I8lassiosirao:>クリプト漢の
也担盟主主時炎色藻の笠且殴註出回丘笠盟旦m
E令ラフィド漢の色皇笠E竪旦豆ーと移り変わって赤潮発生

に至った。この赤潮発生への過程は，栄養塩の分布や

動物プランクトンの消長とよく関連づけることが出来

た。珪漢はSiO，の減少と被食によって減衰し，その後

遊泳能力を持った議類群古t表層での栄養塩の減少後
も増加するが，動物プランクトンの捕食に因るらしい

減少を示す。これに対し也坐並並日豆ーは，他のiI類が

減少後，表層で栄務塩が枯渇し，さらに動物プランク

トンが増加するにもかかわらず急増する。

伊東水大・漢類紳国立環境研*肺東京理科大)

(26) 0高坤山ト有賀祐腸"・浅田浩二"‘

石原和Ui・赤野徹・清原正高****: 

高iII度CO2通気によるスサピノリの成長促進

CO2有効利用の可能性を探ること，並びにCO2の生態

学的~響を明らかにすることを目的として，異なる

C02i11皮下で紅旗スサピノリ(~担!!盟笠宣竪~)を

培餐し，その成長を比較した.室内培援で約5回目に成長

したスサピノリ{組換聖子生型ZGRW)禁状体を空気

(350ppm)， 1000ppmまたは1600ppmのCO2を含む空気を通

気しながら15t，300μE町、-1で培捜し，約50個体ず
つの葉長と業帽を測定した結果，高浪度のCO2をi盛気し

たものほど成長がよいことが明らかになった。すなわ

ち，熔豊島10日以後に明白な成長の差がみられ，空気

(350ppm)， 1000pp田CO2，1600pp田 CO2のl慣に成長が良

< (t検定， P<O.Ol) ，培義20日後には業援はそれぞれ
44士12mm， 62士15mm，関士 21mmとなり，業帽は

それぞれ13土2mm， 19士3mm， 25士4mmとなった。

高潰度のCO2によるスサピノリ禁状体の成長促進は，堵

袈液中の全然繊炭..度の高まりに伴う光合成速度の

増大によるものと考えられる. (*(株)関西総合環境セ

ンター，**東水大，柿*京大， 制制関西電力(様)) 

(27) 能登谷正浩・O副書美香子・有賀祐勝:褐藻ア

ラメの幼胞子体からの組織t音養とカルス形成条件

アラメ且笠且E 単g且~の遊走子を培養して得られ

た葉長 3-5nnnの幼胞子体からの葉片を開いて粗放的な

組織培養を試み、カルス形成から葉状体への分化を観

察するとともに、カルス形成に及ぼす温度および照度

の影響を調べた.幼胞子体を0.5-1剛角の葉片に切断

して、 15"C、 1日00lux、14L:IODの条件で培養した結

果、培養4日目には切断面から1層に、半球状の色素

体の少ないカルス様細胞の生長が認められた.葉状部

の多層細胞部分から生じたカルス様細胞はl層細胞部

分から生じたものより速く生長した。培餐3週間後、

直儲句lnnnのカルス塊を分離して更に培獲を続けたと

ころ、 5週間後にはカルス境の一部に色素体の多い細

胞が認められ、それらの細胞は葉状体へ分化した。ま

た、 10、15、20、25"Cと10日目、 200日、 4000、8000 lux 

の組み合わせ条件下で幼胞子体からの葉片を用いてカ

ルスの生長を調べたととろ、 20"C. 1000 luxで速いこ

とが分った。

{東水大・藻類)

(28) 0能登谷正治・有賀祐勝:褐藻カジメの単為発

生体および幼胞子体からの組織培養

カジメ雌配偶体からの単為発生体を培養していたと

ころ、葉長3-5nnnの幼胞子体の先端部分に色素体の

少ないカルス様細胞塊を形成している藻体が認められ

た.そこで、乙のカルス様細胞塊を分厳して培養した

結果、 6週間後、一部の細胞に色素体の増加が認めら

れ、その後、それらの細胞は急速に分裂を繰り返して

不定形の葉状体へと分化した.また、雌雄配偶休から

受精によって生じた葉長3-5nnnの幼胞子体の葉状部

を0.5-1 nnn角の葉片に切断して培養したところ、切

断面から色素体の少ないカルス様細胞境が形成された

ので、このカルス様細胞境も分離して培養した結果、

4-6週間で不定形の葉状体への分化が認められた.

これらの培養では、いずれも天然の大型議体からの組

織t音養に比べて極めて短期間にカルスの形成や葉状体

への分化が認められるので、幼葉を用いる組織培養は

微小藻体でのクローン増殖に有効であると考えられ

る.

{東水大・藻類)



(29) 0畠中芳郎・小林 修・東原昌孝・槍山圭・郎:

恒naliel1皇の細胞融合に関する研究

細胞壁が薄〈、操作が容易である担盟l民11呈を素材

に用い、細胞融合に必要な各種の条件について検討を

行った。

1)細胞融合には霞気細胞融合法を用い、融合細胞は、

マイクロマニピュレーターによるビ、yクア、yプ法で分

離を行うこととし、そのために使用するDunaliellaは、

形態的特徴や耐塩性の強さ、液体、国体培地での生育

を調べ、操作の条件に適した株を選択した。

2)細胞融合のためのプロトプラスト形成の条件につ

いて、使用する酵素、高張液の組成等検討した。

3)効率よ〈へテロの融合株を得るため、耐薬剤性等

の選択マーカーの検索を行い 又、色素による細胞の

染色も試みた。

以上行った結果につき、報告を行う。

〈大阪市工研〉

(30) 0内UI卓志・有馬郷Uf:アマノリ糸状体の然筒

同型接合体の作出について

アマノリ廊については栄発生理や扮1lI!などIR裂な研

究諌揺が残されているが，いずれも無筒1告発による研

究が不可欠と考えられる.また，般胞子から生育した

アマノリの葉休が遺伝的にキメラ業体である可鎗性が

考えられ{馬・三浦， 1984) r 品種改良等(ffmの研究を
行う場合にはmいる材料をi宣伝的に均ーな状態』こする
ことが兎要と考えられる。 i~h らはこれらの点を考慮

して遺伝的に同捜按合の糸状体から遺伝 PI'1の同ーな

般胞子を無務的に得るための実験系を検耐した。その

結果，プロトプラストから再生させた祭休を抗生物質

を加えた寒天椛地中で引きi叫すことにより，然筒でし

かも全ての細胞が同一の遺伝子型を持つ然体が符られ

た"このように処理した祭休は無繭検 ~J;'f5望液である

ST:l中で速やかに自家受精による有性生般を行い，free

-li vil恨の糸状休を形成した。 mられた糸状休は20"C
9時間明朗の条例:下で多数の綴胞子を放出したが，これ

らの般胞子は全て同ー-の遺伝子型を持っと考えられる.

(水産庁南西海11!:水産研究所)

(31) 0中凶弘一傘・健機直伝t:.:パラオ諸島で
採~したオオパロニアの無菌培養方法について

多絞巨大細胞性滋類の生理学的な研究は従来よりよ

く研究されている，しかし.t;書養工学的な飢点から見

て.その生物誠1'1の剥製法まで合めl(f葵技術.特に無

菌培養伎術は確立していなかった.ヨド講演では，パラ

オ諸島南部i毎峨で採取したオオパロニアについて検:N

した無菌的かっ1個の細胞から大量に地殖させる簡l礎

な方法について報告する、

傑々な生活状態にあるオオパロニアについて細前な

どの汚染の省無を確認L.無菌状1窟を縫持したままで

再生率の高くなる条件を検討した.然蘭がJなt古fをは.

オオバロニア細胞表面をヱタノールで殺前し.減問i1T

みシリンジにより細胞内部Iのm(形質減をfk:さ取り.こ

れをESS鳩地に移して行った.

原形質の援集が観察されないもの個体の培養条f't.を

急激に変化させることにより無菌状態を維符したまま

原形質成に凝集させ，これをtA養条例・30・~.長日粂門二

でtifj毒することにより高い再生率が得られた，

本研究開発は.大型工業技術開発の一環と Lて側海

洋バイオテクノロジー研究所が新エネルギー産業技術

総会開発綴摘から委託を受けて実施Lたもので'ある内

(・海洋バイオ研..東海大海洋学部)
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(32) 0飯間雅文・右回清治:ワカメに内生する緑務

駐並笠込盟E且life些EのE巨漢培養と宿主穫とのニ

覇軍培養による観照

事量ill¥.Q.並笠並盟nl'..i且色盟.!!!PRINGSIIEIM (カエトプ

オラ目カヱトプオラ科)は，日本では北海道産の紅海

イトフノリおよび褐覇軍ツルモに内生することが報告さ

れているが(小亀・吉田1988)，長崎市茂木i毎摩で春

季に採集されたワカメ護休にも内生が確認された.

長崎度並並笠益虫nE.!且主盟Eは，内生誕体は多数
の透明な毛を体表面に出すが，胞子発芽体の準君E消費

において務体の形館はかなり異なり，ヨ色をほとんど形

成せずピンクッション状の糸状体となり成黙した.し

かしワカメ胞子体との二務培養では，付着穿孔した療

体は，天然内生療体と問機の球恨状となり，ワカメ体

表面に向けて多数の毛を形成した.また他種との二藻

培養に比べ，ワカメに対し早い付着穿孔を示した.

生殖細胞は， 4願毛と 2"毛の遊走細胞が線認され，

いずれも阿機の発生を示した.

(長崎大・水産)
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(33) O/J、色安代・JI(弁務史:褐藻ツルモの生長点の

機飽と微細構造について

日;本産ツルモ也担且且且担旦，コンブ目)の生長点

の構造と機飽について，野外観織と情豊島による研究を

行った.

自然環体t主務体上郁の1カ所に局在する生長点をも

っ.その位置は成熟した古い藻体ほど1J(鱒に近かった.

一方，稽畿では発生初期の胞子体には生長点は認めら

れなかったが，覇軍体の長さが約 1cmに遺する頃には基

郁付近に生長点の形成が認められた.胞子体は，はじ

め生長点から上郁方向にだけ伸長したが，ついで下部

方向にも伸長した.その結果，生長点の相対的位置は

次第に覇軍体の上書官へと移動し，成熟する頃には生長点

は自然藻体の場合と同じく1J(鍋の近くにあった.生長

点の表層の細胞は，クロガシラやアミジグサの頂端細

胞と似た微細構造を示し，護体の水平及び垂直方向に

盛んな細胞分裂を行っていた.償庖には，宛遺した義

体の内部にみられる sientube (師管}の起源であ

る来分化な細胞がみられ，おもに垂直方向に盛んな分

裂・伸長を行っていた.

(北大・理・植)

(34) 0岡崎恵視・長沢良次:円石藻(ハプト植物

mの石灰化が光合成に及ぼす影響

円石務は炭敵カルシウム (CaC03)から成る鱗(コv

コリス)を形成する.この蕩の CaC03 形成と光合成が

2 HC03 + Caz+→COz + HzO + CaC03 なる反応で
共役している可能性が、以前から指摘されている.前

者らは、 CaCOa形成が光合成の基質である COzの供

給を容場にするのではないかと考え、渇垢防止剤の1-

Hydroxyethylidene-1.1・diphosphonicAcid (HEDP) 

の Pleurochrysiscarteraeの石灰化と光合成〈成長)

に及ぼす影響について検討した.その結果、(1)担

弘主旦での CaCOa形成は 0.1μHの HEDPで完全に

阻害された.(2)コッコリス形成は 200μHまでは阻

害されず、 500μHで50%.1田Hで100%阻害された.

また、 500μHでは、コッコリスの CaC03 の結品成長

がl則らかに阻害された.(3)君事の1成長は 200μHまで

は影畿を受付ず、 500μH、1田Hで約20%しか阻害され

なかった.これらの結果は、コvコリス形成による
CaC03 形成が光合成に有利に作JIJする可能性をiJ.OI<否

定している Ol!学大・生物)

(35) 加藤哲也:黄色植物の光合成光舗提頼粒

我々は前に数種の褐穫で光合成系の fucoxanthin-

chlorophyll a/c蛋白複合体(FCP)が相互に会合し、顎

粒の形(FCPA)で光捕捉に働いていることを報告した.

今回は褐積以外の貧色償物について光捕鍵系の色素質

自が同様に顎粒の形をとっているかどうかを検討した.

建E車、賞金色E車、ハプトii.ラフィド議、渦鞭毛蕩につい
てそれぞれ二三種づつを検査した結果、光独立栄餐条件

で生育させた蕩からはすべてcarotenoid-chlorophyll

蛋白が分子集合体として分離され、構成単位はいずれも

20kDa前後のpolypeptideであった.珪藻 Cyclotella

およびハプト藻Ruttneraを異なった光強度で生育させ

た実験では光捕捉額粒の大きさは光強度に関係な〈一

定で、変化するのは光捕捉額粒の数であった. 褐穫の

FCP(20.5kDa)を用いて調製した抗血清で免疫学的反応

をしらべると.これらの carotenoid-chloropbyll蛋白

はいずれも強い反応を示したが、ホウレンソウの光捕

捉蛋白(LHCPII)に対する抗血清や、ラン藻 Anabaena

variabi1is仰のの pbycocyaninに対する抗血清や
phycobilisolleの corelinkerに対する抗血清とは

全〈反応せず、黄色縞物の光捕錠蛋白と他の光捕捉蛋

白との聞の類縁は小さいと思われる.渦鞭毛蕩の場合

peridinin型の蕩からも fucoxant bin型の蕩からも同

じ性質の光捕捉頼粒が分緩されたが、 Cryptbecodillll

のように色素を合成しない藻からは上のような免疫学

的反応を示す蛋白は検出されなかった京都大，ー理}

(36) け新作章菩ト筒11・功**・寺脇利信*材:三i甫
半島における大型縄簾クロメの分布と形態

クロメ(Ilckloniakurome)l;l:岡村 ([927)によって.
中央葉と側築の厚さがほぼ同じで側穫に織があること
などに基づき，カジメ(Il.cava)から区別して記載され
た"このときに.三浦、y，烏納寵と房総半島館山のnJi緩
な場所のクロメの中央薬は甚だしく広<.あたかも団

扇のようであり.色は簿黄色で.鍛は粗くかっ大きい

がまれに全く欠創lすると記述している。そして， Ilu電
産のクロメが悶示されている。その後.岡村(1936)は

油津と最佐臼件湾を産地に加えて.湾内に分布するク
ロメの中央薬がはなはだしく広L、(2026cmの舗に達す
る)ことに基づき，品種r.latissima(ヒロハクロメ，

新称)を記載した"
われわれは， 1976年から三浦半島一帯で.コンブ科
植物の分布を毎年10箇所以上洛水調査して来た"これ
までに.ヒロハクロメと同定されるクロメを制I壷湾北

西と南東岸.諸機湾北岸および小間平日湾南東岸で係集
できた"制1竃i脅南東岸で冬に採集したヒロハクロメの
中央薬幅が最も広<， 40 60 cmに逮した。中央薬1;1:，
海水流動ω小さい所で広かったn また，i由壷湾i湾口部
のカジメとその形態を比較した。<*(韓)海藻研究所・

林高知大・海洋生物センタ・林*(11)電力中央研究所)



(37) 林回文郎:駿向精におけるサガラメ海中林の分

布とその群落構造について

本研究は，駿河滑におけるサガラメの分布の実態や

その群落構造を明らかにすることを目的とし， 1989年

4月から10月まで索稽りによる調査を実施した.本種

の群落構造に関する調査は，御前崎で見られる群落を

対象として行い，コドラート訟により個体栴度，個体

長，側業数，薬面積指数，個体重量，現存尾および成

熟率などについて調べた.

サガラメの分布域は，静岡市周宗から御前崎海岸に

かけてであり，特に御前崎では本績による広大な群落

が見られた.個体密度は，年聞を過しでほぼ一定で，

lnl当たり約11本であった.個体長，個体重量および

現存量は，主として業部の成長に伴っていずれも 7月

に最大に逮し，それぞれ平均で 122四， 1140g，約13

kg・生重/nlを示した.側業数は年聞を過して50-70

枚で，特に5月では愚も多〈見られた.業面積指数は

5月から8月にかけて愚大となり，約10nl/nlであった

.本種は8月以降に成熟し， 10-11月では成熟串は約

62%に透した.

(東海大・海洋)

(38) ()新井章吾ホ・綿宵脅料・ 111本秀帥求 新

潟県繁烏の稽堤に成立した大型~H国藻の傾tlWH喜

アワビなどの有m~食動物の飼料として大'\H/，l穫の
増摘を目的としたE車場造成の試験や事業が， 日本各地
で礎んに実施されている"着生基質沈設後の調査は，

穫場造成の小規模な試験においても2年以内がほとん
どであるn このため.海縫群落が傾相にi圭寸ると考え
られる 5-7年以後，大主H国藻君Hsがそのまま維持さ
れているかどうか不明のままとなっている n

新潟県粟島において， 1978-1980年にクロアワビを

対象とした大規模増殖勾が造成された"1986年6月に
施工後7-8年が経過した1荷役プ口 yク摘み治堤2基
を選ぴ，調査対象としたn 浴堤 1，基の大きさI.t，長さ
50m，偏10m，高さ2.8m-3. 8mである"この2基の潜
堤を通過するように 330mの測線を引き.幅 1m，長さ

10mごとに海穫の被庵(%)を測定したn 次に.拘X40

cmのコドラ トを用いて， i普堤と岩線上の海様を水深
6， 7 ， 7.5m でそれぞれt~Jj~した n その結果，水深Iこ応
じてアカモク(Sargassumhorncri)，ワカメ(~lIdaria 

pinnal i rida)，ツルアラメ (Eckloniasloloni rera)(1) 

傾tllll下落が浴縫に成立したと判断されたり (末(韓)

海藻研究所・料日本チトラポッド(韓)・材料韓)エコ ) 
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(39) 0荻野洗太郎※ 三宮信夫※※ 坂本亘※※※

屋外水僧で自生したアカモクの生長と生育環嶋

その l 光環境

のとじま水族館の鼠外水僧(総水量1150m'、水深 4

m、 ドーナツ裂八角形)では 1986t仁Il月にアカモクの

若い漠体が観察されて以来.毎年成熟、枯廃.発芽が

繰り返されている。それら生長速度は自然海而下と変

わらないほど{申長(95mm/DAY)する藻体もあれば全長

僅か25cmで生嫡恭床が形成された貧弱な藻休も観察さ

れた。水僧内での分布状況も均ーではなく‘日~~部分

ではまったく生育しないエリアも存在した.アカモク

藻体をとりまく環境、とりわ付光環境の差異は顕著で

ある。言拒者ちは 1989年2月18日から 1990年 1月23Rま

での 1年問、延べ36目、日の:Hから日没までの瞬時光
エネルギー慢を測定した。その結果.日向郎分の総光

エネルギー買置は2550，85E/nf/YEAR、日陰部分は635，4

E/ば/YEARであった。(※のとじま臨海公開水族館、

策費持京都工織大・電子情報工学、当担割器禁京都大・良水)

(40) 0 C. Orosco・ ・沢村正義・・大野正夫・・

楠瀬同三・:ツルシラモの若い藻体および四分

胞子体の寒天について

紅藻矧であるツルシラモ (Gracil呈ri旦也旦工坐

Holmes) の若い議体と四分胞子体のアルカリ処理

および未処理のものを用いて，一連の溶媒嫡出法

[水 (22"C)， 100，80，60，40.20%EtOH (沸IIR) • 
熱水(IOO"C ) 1により寒天を摘出し.それらの性質
を比較した.

ツルシラモから得られた寒天の乾燥重鼠に対す

る収率は.若い藻体で 24.2%.四分胞子体で 34.8

Z であったが.アルカリ処思したものにおいて，

それぞれ 11.5%および26.4%であった。また.ア

ルカリ未処理のものでは，冷水および60%EtOH抽

出画分が主な薗分であり.ゆるく会合した寒天分

子の存在が示されたが.アルカリ処理したもので

は. 60%および40%EtOH摘出画分は主薗分となる

ことが認められた.一方. 3.6-アンヒドロガラク

トースおよび硫酸基は若い藻体よりも四分胞子体

に多く含まれていた.しかし.アルカリ処理によ

ってそれらが逆の傾向を示した。

(・高知大学・良化.日高知大学海洋センター)
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(41) Danilo B. Largo" 0大野正夫・・:フィリピン (43) 0小林 弘:日本産駐且盟並註担也込主の

セブ島産E笠島盤盟!ml盟盟組盟と註Z血盟盟泣込ニ 電顕による検討

盟旦盤盟の生態

住虫鐙製旦臨岳鐙盟主盟と~.邑且処箆旦Eはフィリピ

ン緒島に広く分布する種顛で，フィリピン中央部に位

置するセブ島に広い群落を形成しているo~ 盤見鍾二

盗包盟は潮下帯の比般的浅いところに.~.豆且盟笠盟

はその沖合い.少し深いところに生育する傾向がみら

れた.

関査は1988年8月より1年間， 月1回行われた.成長

期に~堅且鐙盟主盟の主校長は29-68cm. 平均42cmで

側枝が多かったo ~.註且盟盤盟の主校長は32-74畑，

平均主枝畏は48個で側枝が少なく.前穏と比般すると

長い傾向がみられた.関種の最盛繁茂期は12月で，水

温が最も低くなる時期であった.

生猪欝床は爾種ともに11月にほぼ橡当り 100%の出

現をみた.しかし，どの挙節でも生殖務床は出現率に

差異はあるけれども観察された.爾績の現存量の減少

は.モンスーンの来襲により大きく左右され 8月に

個体の流失が大きかった・サン

カルロス大・海洋生物，・・高知大・海洋生物センター)

(42) 0奥山茂樹*・小林 弘**羽状頬建議恒二

I)oq聖属におげる舗の分類形貨の評価 1.葉緑体，

殻形，条線，パヲーンセンター.縦溝の評価

~l!!!.'!!担は弱酸性から中性の淡水域に出現する珪穫

である.従来まで.本属の種の分類体系は光矧レベル

における殻形惣の相違によってのみ構築されてきた.

一方也胆且旦は形飽変異の帽の広い種類としτ知ら
れているが，生活環を還しその変異を追った研究は，

ほとんど見あたらない.ぞれ故，典型的でない量産形lIl¥

を示す偶体の同定においては.常に図録がつきまとっ

ていた。

地餐および野外おいて.増大胞子を形成し生活環を

完結した個体群を周い，光顕的および電顕的に観衆を

した。それらを基に績の分類形貨としての各形質の評

価を.般および葉緑体において行った.その結果を2

固に分げて報告する.生活環を通じ鍛長は2-4倍変

化し，鍛形も大きく変わった。しかし.葉緑体数，粂

線密度.パターンセンターの位置および縦漕の位置は

非常に安定しており.これらは種の分類形質として有

用である.

( *東学大・生物.* *東京珪iiI研}

~. t立QI!且肢は 1928年に Boye-Petersenによっ

てアイスランドのコケ付着の珪務として車両種記載され

た11;較的続しい種類である.この珪蕩は鍛長 10-25u園

鍛幅 2.5・4.5u圃ほどで非常に小形であることと、粂練

構造が微細であるため、光顕での構造のみでは同定が

健しい上、般の形が、線形から細長い皮針形、時には

鍛側が波打つものもみられ、よりー層、光顕のみでの

同定を困鍵にしていた.このような理由のためか、過

去に於ける紀録は乏しいが、日本の各地の流水にも、

止水にも、また、時には温泉にも出現し、それぞれの

燭所で鍛形にもかなりの遭いがみられるので、それら

について{下表参照}電顕による比較を行ったところ、

微細構造では基本的に大きな遭いはな〈、全τが H.
註m!!JM.と同定しえるものであった.

長瀞岩石岡 線状皮針形 14.5-18 x 3・3.5

f山女町I直 長線状皮針形 20・22 x 4 

学大J)?']-け曲 線状・鍛側波打ち 13.5・16.5x3-3.5

大浦温泉 短線状皮針形 16.5-23 x 4・4.5

電返しの滝 線状皮針形 14.5-16 x 3-3.5 

(44) 0福島博・ ・小林野色子“・大塚晴j工・・・

ナイル河で得た Cymbellaturgidulaの

形態変異

1990年1月ナイル河のアスワン(エジプ卜)で得

た約330個体を調査した.ケイ緩長のレンヂ30-

4 1μm、モード36-37.5μm、ケイ綾幅のレン

ヂ10-14μm、モード 13μm、中央部横条線密度

(本数/10μm)、背側レンヂ8-12.5、モード

1 0 、腹側レンヂ9.5-15、モード 120 

本種については綿花111(長野県)、中国、台東市(台

湾)、クスコ(ペルー}の4地点の試料を調査している。

ケイ殺の大きさはどの地点ともよく似ているが、中央部

繍条線の密度は背側と腹僻lの差が大きい.これは中国の

試料と似ている。諸形質の出現頻度も他地方のものと比

較をする.

(・東女体大、“被浜市大、・・・神奈川公衡試}



(45) 0半国債司=・中野武畳間:広島市市街地の気
生事巨額

広島市市街地において，樹皮・板塀・コンクリート

精道初等から録取した気生穫のコロ.:=.-49試料を分程

培養し，気生i'I群落の特徴について検討を行ヲた.

その結果，録穫を主体に44盤類の義類が観察され，

気生穫群落としては，以下のものが確認された.

t)A腫包鍾盤盤担単組星野落:G邑rtner& 1 ngo 11 e 
(1989)による気生譲類群集ADatococcet凹担単主i
に該当する.板塀等に緑色の純群落を作ることが多

い.

2)Kleb曲四Idiu!!fl鍾叫血E群落:他の気生護と混

生することが多し♀M旦叫i皇堕担ls.lllが多い鮮
と金〈みられない群に分げられる.

3) IrenteDohl ia担鐙叫ill皇群落:山地では常緑広

葉樹の償皮等に普通だが，市街地では少ない.

4) R寝静落:SCJtone圃ataceaeをはじめとしたR穫

がプロヲタ場等に黒ヲぽいコロニーを形成する.

5)その他の群稽:旦盟盟堕鐙峰属，.DIDlosDhaera 
厩等が目立つコロ=ーは，第養の結果さまざまな群

に分げられる.

σ広島県衛連..広島大・理・植物〉

(46) 0飯田高明・中野武登・岩月善之助:地衣類ダ

イダイゴケ属 (Ç単皇E担皇~ )から分離された共生漢

ダイダイゴケ腐 (C昼QI!塩盟)は.椀状または餓片

状の地衣類で.岩上や樹上に着生し，海岸から山地に

かげで広〈分布する.本研究では広島県富島の海岸の

飛沫婚にある花閥岩上に着生しているダイダイゴケ腐

の一種{豆昼g魁箆;!!sp.)IJ)ち共生穣類を分離・構餐し、

分類学的検討を行なった.その結果との地衣の共生穏

として主堕坦旦皇室且旦笠旦盟副留められた.本種は単

細胞の緑漢で.細胞は 10-16μmの球形であり.葉緑

体は放射状で.中心に 1個のピレノイドを持っていた.

無性生殖は不動胞子.自生胞子.遊定子の形成による.

有性生殖は観察されなかった.なお.Hildreth and 

Ahmadjian(1961)は.豆鍾QI!担盟堕呂田から主堕単旦ー

豆呈盛E盟鍾皇を報告している.今回分離された I.
畳且盟旦呈出は.淡水藻類用繕地でも海水溶地でも生育

出来る.とのととから海岸の飛抹帯に着生している地

衣類の共生穫の多くは、潟水t音地で生育出来ると考え

られる.なお，本種は日本新産である.

{広島大・理・摘}

(47) !野崎久義:縁海.オオヒゲマワリ自の ConiUll1

quadratullの形悠と有性生殖

Coniu/6 quadratu/6 Pringsheim (959) ex N，ロzaki

(990)は.十字型に細胞が配列した正方形の8細胞

性群体をもつことを特徴とした淡水部の一種である.

本穫は Pringshei皿 (959)がイタリアの南チロルよ

り報告して以来.未だ操集されておらず、有性生殖も

観察されていない.

演者はネパールより採取された土滋ザンプルより.

Coni聞の株を分雌・クローン培養し.その形態と無性

107 

・有性生殖を光学顕微鏡下で詳細に観察した。この株

の栄養群体のピレノイドは培養条件にようでは消失す

ることもあったので.Pringshei皿(1959)が用いたの

と同じ株である UTEX956と比較観察した.その結果.

両者は基本的には同じピレノイドの状態と無性生殖を

示したので.演者の株を Coniu/6quadratu/6と同定し

た。有性生殖は同型配偶であり.配偶子の糠毛基部に

は，細胞質状の突起(田atingpapilla)があり.突起

同士の結合から細胞質融合が開始した.接合子からは.

4細胞性の・germcolony'が発芽した。

(慶慮義塾高校}

(48) t)高原降明キ・ F原)'e雄柿:イタリア姥ニセハ

ヰモのf主活史

19871ド6月イタリアのナポリ沖にあるイスキア烏と

イタリヤ半島南西都にあるシシリー島で採集Lたニセ

ハネモ空iEH!mlpq切り(喧空堕!坐.':1堕 !SlDyura) 
について，培養によるM:i;li史の研究を行った。それら

は水深4-5mの岩上に生育していたもので.形態的

には Feld回 m の記載と一致した。ニセハネモは雌雄

岡株で，雌Mtの配偶子は俊合して小さな糸状体に発逮

したn 糸状体は旬旬L.細胞糸のところどころにくび

れをもっ。この形状は日本産のハネモモドキ T.hai-

nanenslsのそれによく類似する。しかし，その糸状

休は遊定子を形成することなく.その末端部が肥大し

伸長することによって， i直媛的に天然で見られるよう

なニセハネモの縁体を形成した。この結果は layhoub

( 1974)が報告したシリヤ産のニセハネモの結果と一致

する。日本においても Yendo(l915)が日向からニセハ

ネモの生育を記録している。しかし宮崎県串聞神の

管垂島産の遠藤吉三郎先生の脂葉徳本は，ニセハネモ

でもハネモモドキでもなく.ハネモ属空包E豆ISの一

種と恩われる。(掌専修大・商，帥筑波大・生物科学系}
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(49) 0原慶明，石悶健一郎，千原光縫本邦マング

ローヴ域の微細穣類相の特徴，単細胞n穫を中心tc:o

廃南・南西諸島の河口峻1<:小規模なマングローヴ林

が発達する.この森林生態系は潮の干満と河川水の涜

入・撹乱，豊富な栄養士僅頬，発達した樹冠，形態の多

様な気生恨，年・自殺差の少ない気候条件など，他に

は見られない環績を有し，そこに緩む微細藻類に生育

条件の異なる特殊な場所を提供している.例えば，河

川t議場廃層表商t乙生活すi5穫の生育にとって，その織

で起こi5位湿及びJ1i分環境の変化は径めて過酷であり，

一方では遷移の極細にある同生態系の安定した環境は

好適な生育条件を備えていi5ともいえる.このような

徳銀な環境下に適応した底穣付着藻群集の種組成と垂

直・水平分布を予備t音護法を用いて精査してきた.こ

の過程で本邦のほとんどのマングローブ犠から多〈の

単細胞紅藻を単臆した.それらの分績と生育特性のあ

らましは本大会でも綴告した。今回はそれらが同場の

環境にどの様に適応し，分布しているかに焦点を絞り，

紹介する.特1<:他場から得た単細胞紅穫との諸性質の

比較を過して，ぞれらの特性とマングローヴ峨との関

係をより鮮明にする。(筑波大・生物科学系}

(50) 能登谷正浩・O菊池則雄・有賀祐勝:原始紅藻

イソハナピとトゲイソハナビの培養

千葉県館山市坂田産のイソハナピEnthrocladia

型並並m呈とトゲイソハナピ~.主旦型l笠通を培養

し、生活史と生長、成較に及ぼす温度、照度、日長の

影響を観察した。単胞子はイソハナピでは5.0-

8.0μm (平均 7.0μm)、トゲイソハナビでは4.5-

6.5μm (平均 5.4μm)であった.両種とも単胞子

の発芽体は円形、盤状に生長するが、発芽体の縁辺が

全縁であるか否かによってそれぞれ区別される.両織

はともに10"(;ではほとんど生長が見られず、 1か月の

培養でも4-8細胞にとどまった。 25"C、8000lux局

長日条件で最も速く生長し、イソハナピは5日問、ト

ゲイソハナピは7日間で成熱に至った"15-25 "(;では

高温、高照度ほど生長が速かったが‘発芽体の形態変

異も多くなる傾向が見られた。 30"Cではトゲイソハナ

ピは2-4細胞まで発生したが、 8日固までに発芽体

の全てが枯死した。しかし、イソハナビは塊状の形態

で、ごく少数の発芽体は生育し続付た.両種とも単胞

子以外の生殖細胞は認められなかった.

(東水大・藻類)

(51) 0工膿利彦*・増田道夫**:紅海ショウジョ

ウケノリの形鼠学的研究

日本沿岸各地に生育する紅讃ショウジョウケノリに

は.包江註血旦且旦 urc盟担主主 (Dillwyn)Grevil1eの

学名が与えられてきた.培養実験とフィールドでの定

期的な採集で得た標本のlt較観察で.生活史各段階に

おいて現われる緒形質の特徴を把握した.その結果，

特筆すべき点として，成費型が進むと峰雄の配偶体と四

分胞子体のいずれにも般生小枝が形成されることが確

認された.イトグサ属では厳生小枝を形成するか否か

は重要な分類学的形質であり，モロイトグサなどご〈

少数の種を特徴付げている.しかし，基単標本産地を

含む大西洋産のL 盟堕叫且且にはそのような小枝の形

成は報告されていない.また，漸鋭先形の有限成長小

枝を持つこともショウジョウケノリの特徴であるカ人

後者にはない.t..笠弘主叫笠呈 Harveyの正基司書標本

を含む北米太平洋岸産の標本と比較したところ.諸特

徴が本穏と一致した。したがって，本邦産ショウジヨ

ウケノリの学名ほL 包且担叫盟主に変更されるべきで

あると結論された.

(*札幌大・生物.* *北大・理・植物)

(52)梶村光男:ジュズフサノリ(紅藻，ガラガラ
科)の形態学的新知見

禁状休の高さは9.5cm迄で.一平面に文は立体的に
普通叉状に.時司三叉状に7回迄分岐し，買n間部の大
きさは 2-13xI.5-4mmである。色素休は不規則な
帯状で.表皮の同化細胞，胞のう，皮下細胞に存在す

る。造果枝の器下細胞の縦裂は造果器から造胞糸始原

細胞が形成される以前に始まり，器下細胞から 1-3
個の中性細胞が切り出され.各中性細胞の中のIi困は

全く分裂しないことが有るが.他の中性細胞は縦文は

摘に分裂して2-3個細胞から成る中性細胞枝を形成

する。造胞糸第一細胞の形成に先立って.造果妓の基

部細胞からは4個の果皮糸始原細胞を生じる.若い造

胞糸聞に癒着は見られないが.発達した相隣接する造

胞糸の下部細胞は丸味をおびて，互いに癒着し.柔組

織状となる。造胞糸末端は単条又は文状で.先端から

数個細胞が成熟して果胞子のうとなる.雄性配偶子の

う斑は普通枝の先端の 1-2節間部の上半部に冠状を

なして形成される.雄性配偶子のう斑に査をげる皮下組

織は良く発速し，雄性配偶子のう斑特有の小型の皮層

細胞から雄性配偶子のう母細胞を 1乃至数個生じ.雄

性配偶子のう母細胞は一般に細長いが.短くて太いも

のも有る。各雄性配偶子のう母細胞は先端部から普通

2-5個の雄性配偶子のうを形成する.雄性配偶子の
う斑にはいく分退化して洋梨形となった胞のうが多数

含まれる.

(島根大・理・臨海)



(53) 0 800， S.M.七J.RuenessH，I.K.LeJHand
**** 

T. Yoshida A New Combination in 担並旦也m-
回旦 (Ceramiaceae:Rhodophyta) 

Examination of the type specimens of Ca11i-

生盟国旦 callophvllid;co1~ and l;ving mater;a1s 

co11ected from Tyosh; and K;nkona; documented 

that the spec;es may be pos;t;oned ;n the genus 

AQ1aothamn;0~ Fe1dmann-Mazoyer， because of on1y 

one nuc1eus in each vegetat;ve ce11s. A ne岬

comb;nat;on， A，glaothamn;on callophvll;d;co1a 
(Yamada)， is proposed. The type mater;a1s of 
C. m;nutiss;ma Yamada ;s a1so exam;ned and the 

taxonom;c re1ationsh;p between主・ g旦旦包日i-
d;co1a and C. m;nut;ss;ma ;s d;scussed. 

(*Chur叩namNat'l Un;v.， **Oslo Un;v.， *** 

Seou1 Nat'l Un;v.， ****Hokka;do Un;v.) 

(54) 増田道夫:フィリピン産紅護ソゾ属3種

フィリピン諸島の海穫とその資源についての調査研

究(代表:大野正夫教授}で1990年1-2月と6月にルソン島

を中心に採集を行い，約15積のソゾ属(J"皇思盟込呈)植物

の様本を得た.これらのうち，本邦に生育するか，あ

るいは生曹が予想されるが，形怨的特徴が明確にされ

ていないタカサゴソゾ0...国且鍾血 Yamada)，ナンカ

イソゾ(j，.包盟主呈 Yamada)並びに!，.坐担笠 (Huds.) 

Lamour. var.組盆包ri.(¥1. v. Bosse) Yamadaについ

て若干の新知見を報告する。タカサゴソゾにおいては

皮膚最外層細胞聞に二次的壁孔連絡の欠如，周心細胞

起源で胞子型車托舗に対して脊輪側に位置する四分胞子

嚢が確認された.ナンカイソゾにおいては皮層最外周

細胞聞に二次的壁孔連絡の存在，皮膚細胞起源の四分

胞子嚢，皮膚細胞起源で不稔枝を伴う精子嚢枝が確認

され，他の節よりもSection監盟並立話笠との額縁が

示唆された.!，・辿担g var.銀銭包ri.1;ま盤状付着穏か

ら少数の直立体形成，明瞭な主触の存在，走出枝の欠

如等において基.変種とは異なり，独立した種の可能

性が示された北大・理・植物)
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(55) 鯵板哲朗:アツバモク包堕笠盟里巴笠註包且盟
J. G. A，ardhの形態変異について
熱帯・亜然干脅威に生育するホンダワラ亜属の中で、

薬の先鋪や縁辺が二重になってまくれあがる形貨をも

っグループは、互いの区別が鰻しいとされてきた.日

本の沖縄本島残波岬産のアッパモクとフィリピンのイ

ロコス・ノルテ州プルゴス産のものについて、形態学
的形質(特に葉についてその変異の幅)を調べた.

19874' 6月採集の残波岬のアッパモクは、盤状また
は仮盤状の付着器、円柱状の茎をもち、成熟した主枝

は円柱状またはやや偏平で、互生に第2枝を闘す.主
枝や第2枝につ<. (200枚}は、長さ16.5-46.5(平
均 29.4)園田、帽 8.2-22.5(15.4)mm、長さ/帽1.5-3 
.4(1.9)で、先端から縁辺にかけてのこ重鋸歯は85%
の薬でいろいろな発途度合にものがみられた。主校の

ftき18cIII以上のもので気胞がみられたが、それらは球
形または卵形で、冠.やZ提起をもつものや円頂のもの
がみられた.刺のある雌の生殖密宮のみが観寮された.

1990年2月採集のイロコスのものでは、付着器や茎、
主枚の形質はほぼ同じであったが、長さ17c固までで成
熱していず、気胞もみられなかった.糞(200枚}は、
長さ 10.5-65.0(35.5)聞、幅 7.0・33.0(19.1)聞、
長さ/幅1.1-2.8(1.8)で、二軍鋸歯は顕著で89%で葉
の先飽から1/2あるいは213以上にわたって見られた.

.の形般は、生長段階や波の当り具合いなど環境条

件の彫響でかなりの変異がみられるようで、葉の先端

が杯状に二重に問〈フタエモクについても考察する。
{京大・農・熱待農学}

(56) 小亀ー弘: 褐藻イソガワラモドキ(出旦包目・

凶巴旦.e.cana li clIla tll~) を殻状体ステージとする

カヤモノリ属(包註笠辺恒n)の一種について

中村・中原(1977)は，イソガワラモドキの室内培養

による研究でカヤモノリ属に似た直立体を得.イソガ

ワラモドキは.カヤモノリ科のある種類の殻状体ステ

ージであると報告した。彼らは有性生殖は観察できな

かったが， 峯(1990.H.Sc.thesis)は，その有性生殖

は著しく異型の配偶子によることを示した。しかしな

がら現在まで.その直立体はフィールドでは見つかっ

ていなかった。今回，その直立体と考えられる務体を

北海道の忍路と能取岬，青森県の大聞から得たので.

その形態と室内培養での観察について報告する.その

藻体は，長さ 50cm. 幅 5田阻までの中空な円柱状で，

〈びれを持つ場合もあり，叢生し，その外観はカヤモ

ノリ(包註墜民恒nl.9.盟叫盆i呈)に非常によく似ていた。
しかし.雌維配偶子の大きさが著しく異なる点でカヤ

モノリと区別できた。室内出音;援において，雌性配偶子

は単為発生をしてイソガワラモドキと同様の緩状体に

発達し，その殻状体は短目条件で単子嚢を形成した。

単子嚢から放出された遊走細胞は，殻状体または直立

体に発遣した北大・理・植物)
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(57) 田中次郎:褐務エゾヤハズ (且主立盟主且2

主盟且~.アミジグサ目)の生殖器官の形態

アミジグサ目蕊類は、天然の群穏では4分胞子体が

多く，配備体の生育は極めて少ない.また4分胞子の

うもアミジグサ、サナダグサなどのように典型的に4

つに分裂しているものはそれと認識できるが，分裂し

ないものでは卵細胞と誤認される濁合があるなど、ア

ミジグサ類の生殖器官の形態はよ〈分っていない.

日本の~t蔀沿岸や瀬戸内海に生育するエゾヤハズは

これまでに胞子体と雄が知られているが、 JIIは知られ

ていない.1979年 E月に宮城県で胞子体に混じって雄

鍵の配偶体が採集できたのでこれらの形鳳を報告する.

4分胞子.卵，精子の生殖斑は中肋に沿って毛巣の

周囲にでき、幅 11111.長さ 2・311111ほどの不規則な

形をしている.各生殖斑の形や大きさはほとんど同じ

であるが.4分胞子のう斑は黒ずんでおり、卵細胞斑

は色が覇軍〈、精子のう斑は白っぽい.4分胞子のうは

分裂するものは少なく，霞径 120μ圃で肉眼でも点と

して認めることができる.卵は直径 50μ皿の西洋梨

型で、柄細胞をもっ.精子のうは基節細胞の上にでき、

表皮上に突出する国立科学1専物館・植物)

(58) 佐々木次郎・0山本鎗子:粘液細菌也盟盟包堕

色h旦霊の漕iI要因について

諏訪湖表層底泥から分書置した粘液細菌也塑盟E鎚豆

腐は，生きたラン穫を溶解することのできる土犠由来

の細菌である. 湾事Eの要因はこの磁の産生する細胞外

酵素によるもので，本報告では分離株のなかで最も高

い溶漠能を持つ菌株の検察と勝泰生産量の高い培地組

成の検討を試み，さらにこの欝棄の精製を行った.最

も高い隣索活性を示す培地は， Yeast 0.5%， Casitone 

0.5%.門g504・7H200.1%を含み， 28'C，明所下で3日

間振渥熔穫を行った培重量上浸液中に産生した。また分

般10株のうちu叫盟呈門Y-10株が最も高い13藻能
を持つ.この株を用いて硫安分爾(65%飽和)を行ったの

ち.トヨパール QAE-550Cにより4成分に分画した.こ

れらの各成分のうち3圏分に溶謀総のあることが判明

した.しかし，いずれの画分も熱処理ラン藻は容易に溶

解するが，生きたヲン藻は溶解できなかった.現在さら

に精製を進めている明大.a化〉

(59) 0藤田大介ト岩瀬洋一郎H ・坂田完三材:植
食動物に対する無節サンゴモ類の摂餌刺激・忌避性

無節サンゴモ類，特に岩石着生性の大形種は，般状

やこぶ状の形態，石灰化，表層細胞産生及び円柱状細

胞による再生能力の諮佐賀を有し，植食動物の高摂餌

圧環境に適応していると考えられている。しかし，植

食動物に対する然節サンゴモ類の摂餌刺激・忌避性を

化学的に検討した例はない。そこで，者費者ちは富山県

沿岸に多産するクサノカキ，北海道南西岸の磯焼け地

帯を高被度で覆っているエゾイシゴロモ及びヒライボ

の3種のメタノール抽出物について，アワビ，サザエ

及びバテイラを用いた生物検定{アピセル板法)と薄

層クロマトグラフイ一分析を行った。その結果，いず

れの積の抽出物にも摂餌忌避物質は見つからず，摂餌

刺激物賓として，複合脂質DGDG(ジガラクトシルジア

シルグリセロール)及びSQDG(6司スルホキノボシルジ

アシルグリセロール)が含まれていることを確かめる

ことができた。これらの物質は先の研究で非石灰紅議

数種のほか，緑E車や褐藻にも含まれていることが明ら
かになっているものである。(*富山水試、**静大

.農)

(60) 0井山富子康・・高倉久美・・横浜康継・1 タイド

プールに生育する海藻の光合成活性に及ぼす海水源

度の彫響

降水などによるタイドプールの海水源度の低下が海

藻の光合成活性に与える影響を調べるために，伊豆半

島下岡市鍋回湾のタイドプールに生育するホソエダア

オノリ・アナアオサ・ムカデノリの20・Cにおげる光合

成速度を.蒸留水で希釈した海水を用いて測定し，希

釈しない海水中での光合成速度と比較した.

ホソエダアオノリの光合成活性は海水濃度がかなり

低〈ならないと影響を受げないが，アナアオサやムカ

デノリの光合成活性は，海水濃度が低くなるにつれて

低下した.との海水濃度の低下の影響をさらに検討し

τみると、ムカデノリは炭餓濃度の変化の影曹を，ア
ナアオサはpHや塩濃度の変化の影響を強〈受付ている

ようであった。蒸留水中に約3時間置いた後，藻体を

潟水中に戻したところ，光合成活性はホソエダアオノ

リで約60%，アナアオサで約105%.ムカデノリで約95%

回復した.したがって.蒸留水中でもこれらの議体の

光合成能は保持されていたと思われる.

(・東京学芸大・生物，一筑波大・臨海実験センター)



(61) m宮藤宗勝幸・片山富予康林・横浜康継村上生育地
を異にするナンブワカメの光合成ー温度特性の比較

静岡県下回、岩手県小本、北海道忍路湾というよう

に生育地が大きく異なるワカメの聞には、その光合成

最適温度に途いのあることが示されている。他方、岩

手県の北部に位置する積市と田野畑は約60k皿の隔たり

であるが、両地域で養殖されるナンプワカメは、その

生育状態や形態を異にし、多数の系統が認められると

いわれる三陸ワカメの典型とされている。このように

近接する地竣に生育する、異なった系統のナンブワカ

メの生理活性を明らかにする目的で、両地境で養殖し

た君臨体を用いて、 12月から4月にかけて5'C-35"C閣の

光合成および呼吸ー温度関係の時期的変動について調

べた。種市の3月の重量体を除いて、光合成績適温度は

いずれも25'Cで変わらなかったが、議体乾燥重量当た

りの光合成活性は、 3月と4月に相途が認められた。現

場の海水温度が1月下旬から4月にかけて長も低くなる

ことを考慮すれば、種市より南に位置する田野畑の量産

体のほうが低温に有利であると考えられた。

(事盛岡大学短期大学部、村東京学芸大学、村孝筑波大

学・下回臨海実験センター)

(62) 太田雅隆:アラメ・カジメ雌性配偶体の成熟に

及ぼす水温と光量の影響

千葉県御宿産のアラメ (EiseniabicycLis)と岡県勝

減産のカジメ (EckLoniacava)から得られた配偶体を

6水温00.15. 20. 23. 25. 27 'C) .昼白色蛍光灯

および4光量条件00.17. 32. 76pE m-2 s -')で培

養し雌性配偶体の成熟状況を調べた。その結果.1)

最も早〈成熟を開始するのは，両穏とも20・C.76pE区

で，その時期は培養10日目前後であった。また.培養

約30日目の段階では. 2)アラメは水温10-23'C区.

カジメは10-25'C区で成熟し. 3)両種とも光量10-

76pE区で成熟した。4)低湿器~( 10. 15'C)では両種

とも成熟初期に17pE区で成熟率が高い傾向にあり，後

にこれより高光量側でも高くなった。 5)高温側(20 

-25'C)では高光量区ほど成熟率が高<.高温の低光

量区(アラメは23'Cの10.17pB区および25'Cの全光量

区，カジメは25'Cの10.l1pE区)では成熟しなかった。

これらは，両種とも低温側では成熟に関する一時的な

高光量阻害(強光阻害〉が起こっており.高温側では

高温になるに従って成熟するのにより多くの光が必要

であることを示しているものと考えられる。(海生研)

(63) 0内川市ぶ・古川i:'i二:タマハハキモクのう長内

f音f警に，1>1:1る成熟について

演者らはホンダワラ寝耳~.ìl~成に11/いる"r，~必;3J! II!1Iこ

型車易に得ることを目的としてホンダワラ初の情拷波及

び生前環制御についての研究を行っている"本刊行に

おいてはタマハハキモクの幼体が家内f苦笑で成燃する

ことが観照されたのでその結果について述べる"

111 

主告発に111いた艇は19!10{同月24日に広烏県小牧.鳥rnn!
で採集した成熟例休から符られたものである"木古Eの

阪をPESI1tH宅液を即いて幾つかの温度， III責条件で培

美したところ，次の車li耳切t符られた。

1)初期艇の俊民は同制・長I1条件ドで良好であ「た.

2)墾の形成は知11:条例:ドで促治された。

3)短1:1条{'I・Fで紫，れ胞を形成した例休を20"CI主11条

何:に移したところ，約1カ月後に成熟が認められた"

の1O''C短rr1nf'l:において気胞を形成した休長約5cmの例
体は2()"Clミw条件において烈ど生長のみられないま
ま30日以内に成熟した。

5)このように常内府援で形成された院はjE'i;l;な発生を

示した。

(水piUj:南阿i毎阪水pli研究所)

(64) (う寺脇flH三・ -新井章吾・・:千葉県館1Ilili桜川

地先における大型縄海クロメの生長と成熟

i寅r.らは，大~H萄f軍アラメ・カジメ類の抗議である

梅小林を.砂地海底に設置した基係上に造成する伐Hi
の開発を進めており.クロメについて研究する機会を

得た_Lかし，クnメlcklollia klll'o田eには様セな形

態の航物が合まれているうえに.その生理・生r~.!こ 1"1

する匁l見は絡めて少ないのが現状である e そこで.た

規模なク nメ併務が存在する f 禁~\t館山市f反川地先に

おいて.ク nメの~í宵分有iの中心部を明かにし，そこ

での1989、1990年の定!倒的な調脊から.クロメの'J:j毛

と成熟に関する知見を符たので線侍する"

1989年号[1の調子Eで.クロメ1:1:水深喧mから認めら

れ. 9~13111が垂直分布の中心部であったが.分布i f 

限については明らかにできなかった倫クロメの成{本1:1.

冬 (1~ 3J1)から春(4、611)に築部の生長が様んで.
夏 (7~ 911 )から秋(10句、12月)に成熱Lなが"，葉沼;

の大部分が脱落， i定失L.葉却に明瞭な季節変化が認
められたのまた， 7ロメの幼胞子休は秋に山IJlL.うP.

年の夏から秋に成熟したの

(・ (11)電力中央研究所，・・(時)i毎Ii研究所)
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(65) 0筒井功・大野正夫 :j和歌山県白浜産クロメに
おける成長・成熟と形悠の挙節的変化

クロメ(匙単盟i皇担盟盟)は.温海鳩の沿岸に生育
し，カジメと形11が類似している.しかし.形館に関
する研究はあまり行われておらず.交維種とも思える

形1IIi<例えぽしわが護休の半分にあるような場合)の

個体が出現するなどの報告もある.そこでクロメの成

長・成熟と形惣の手節約変化に関する研究を，選定基

単標本が採集された和歌山県白浜町地先において行っ

た.

事車体は.伸長期である春手に.茎長約16四.体長は

約78舗と最長になり.側業は約47cmの被針形を呈した.

また業録にはさまざまな形の鋸歯がみられるが，同一

個体内でも異なる形館の..を形成し.統一位はなか

った.夏事にかけては護休上部の側業が消失し.また

新生量が低下するため，夏手に観察した績体の側業は，

約36cmの彼針形で春季より小型であった.成長榔付近

に形成される新築は栴円形を昼した.秋手になると護

休は先枯れが顕著にみられ体長はさらに減少.冬挙か

ら春季にかげで伸長がみられた.クロメのしわの程度

には事節的な変化がみられた.

(高知大・海洋生物センター)

(66) 石川依久子:パロニアのカルシウム波

巨大細胞性緑瑛パロニア Ventri四rlavell trlcosa 

の総体は、巨大な中心液胞と湾周をなすスポンジ状の

細胞質とこれを取り囲む細胞壁からなる.~車体を針で

穿蜘lすると自毎日を湿って侵入した潟水のCa2+が傷口

周辺の細胞質の凝集をひきおこし、凝集した葉線休が

傷口をi!ぎ、原形質の涜IIIを防ぎ、やがて細胞膜が再

生して傷口は治癒される，傷口が大きすき'たり、葉緑

体の凝集が不完全であった埼合は傷口のi台悠ができな

い.しかL表皮微小管の崩療によって無線休が細胞膜

からはなれて間隙が生じると傷口から入 qた潟水はこ

の間際をぬって細胞質に入り込み、潟水中のCa2+を

細胞質に供給する.(;時Uから同心円状に細胞質の凝集

織がひろがる，この現象はカルシウム波として観察さ

れる.細胞質ほ凝集にともなってランダムにひきちぎ

られ、あますところなく無数の不動胞子に変身する.

このカルシウム波が動物卵の受精波に類似する点に肴

目し、植の存続に外i聞のカ J~ シウムが有効に利用され

る仕組みを、動物細胞で劣〈用いられてきた 2-3の

実験手段で解併したぬ (東京学芸大・生物}

{67} 0中川偵人・・奥回弘枝U:アルギン酸カルシ

ウムからのカルシウム娩般に及ぼす有機酸趨の影響

昆布の物性変化には.君臨体中のアルギン酸カルシウ

ム(Ca-Alg)からのカルシウム(Ca)脱般が大きく影腎す

ることをこれまでの実験結果から推察した.今回は.

このCa脱離にlx.陥'何機酸ナトリウム組の彫轡を.Ca 

-A1g!担体を対象として調べた.ー・ニ・三塩益性酸十

トリウム温水格破(0.005-21)50mlにCa-Alg250曙を

30-90"Cで浸潰した湖合の液中へのCa脱雌騒を調べ九

Caは.塩の糧額.浪度に関係な〈浸旗開始後 1分以内

に急速に脱荷量した.Ca脱舵$は.クエン酸2ナトリウ

ム(Na)・3Naでは0.051.酢酸.乳酸.コハク酸. リ

ンゴ酸.酒石酸.グルコン駿のNa趨では0.41で平衡に

遣した{平衡脱隙率70-100%) .温度に対するCa脱

離$を比絞すると.一頃基盤酸績では.グルコン餓〉

乳酸〉酢酸の各Na泊.二組基性酸趨では. リンゴ酸均

酒石餓〉コハタ酸の各Na塩であ勺た。また，供試担額

全体では.クエン隙 3Na"クエン駿 2N8>リンゴ酸2

Na..酒石酸 2Na>コハク酸 2Na..酒石酸 1Na"クエン

酸1Na"グルコン酸N8>乳酸N8>酢殴Naであ・3た.

υ広島食工銭センター."広島女学院大)

(68) 0藤重量 泰*・中村勝人**・政田正弘キ・

田村五郎* :1築顛のシステイン合成酵素について

システイン合成酵素(CSase)は、植物における無機

硫般の同化系において、硫化物イオンとかアセチルーL-
セリンからシステインを生成する反応を触媒する惇素

である.また、本酵索は、シアンイオンの解毒機備に

関与したり、その他織々な化合物の合成反応を触媒す

るなど、広範囲な機能を有していることが報告されて

いる.これらの本酵素の性質についての報告は、種々

の高等植物を材料としたものであるが、事E類を対象と
した同様な研究報告はほとんどない.そこで、今回、

紅様、スサピノリを材料として本酵3慢の精製をおとな

った結果、電気泳動的にほぼ均一な2極頬の酵素標晶

が得られた.これらの酵素標品について、アミノ酸分

析、酵素化学的性質などを中心とした比較検討をおと

なった.また、えられた標晶を抗原として、家兎抗血

清を作製し、免疫化学的検討もおこなった.その他、

数種の海穣より調製した組抽出液を用いて CSaseの

性質の比較検討をおとなったのでそれらの結果につい

ても報告する.

<*千業大・国・生物化学、**岐阜大・教義・生物)



(69) 0長島秀行*・松本語喜制・福田育二郎柿*: 

温泉蕩イデユコゴメの培養温度と脂肪酸組成

イデユコゴメ包盟組組!!;!迫笠通Eは膏緑色の単細

胞の真核iI類で. pH1.2・3.5.30・55・Cの酸性温

泉に分布している.培獲による歳適温度は 40・45・c
で.20・Cの常温ではわずかに生育できるにすぎない.

一般に.生育温度と脂肪酸組成とは密援な関係がある

と考えられている.また.イデユコゴメにはRK型と

M型があり .M型は別穂(也且担且呈組担担旦且旦)と

されているので.商型の繕養温度による影響について

も明らかにしようとした.そこで，イデユコゴメ商型

を20・Cと4S"Cで培養したときの脂肪厳組成の変動を追

跡した.脂肪畿の分街はガスタロマト・マススベクト

ル法によった.その結果.4SDCで培養したときのRK

型の総脂肪酸量は.20"Cに比べて 20-40%櫓加した

が，そのうち特にオレイン酸(C 18: 1)の増加が顕著

であった.リノレン駿 (C18:3)はどちらの培養温度

でも検出できなかった.他方.M型では繕養温度の上
昇により.総脂肪厳量は 18・26%に減少した.その

うち.特にリノレン酸の減少が顕著であった.これら

の結果は.イデユコゴメ RK型とM型は.高温に対す

る適応の提織が異なっていることを示唆している.

作東京理科大・基E重工.柿東京大・教養. 柿*東京
理科大・理)

(70) 0畠山典子・・佐身 動・波辺 {言・高市真ー・・
日本新産血担旦堕油国血 sp.の形態と色素組成

演者らは 1989年沖縄本島ムーンピーチより緑色ア
メーバ状の演を分織した.この穫は、埼策齢の若いもの
では発遣した糸状仮足のネットワーヲを形成する.細胞
は中央1..1個の核、突出した 1個のピレノイドをもっ2
裂した糞縁体を多数合み、電子顕微鏡レベルではベリプ
ラスチダルコンパ}トメント肉1..ヌクレオモルフが観察
された.また、クロロフィル組成を開べたところaとb
が確認されたことより、本穫は 1984年1..D.J.lllb-
berd & R.E.Norl'is によって新設された ChI ol'al'achn・
iophytaに属する也包旦E益出担nsp.と同定した.
本海群1..属する務のカロチノイド組成についての報告
はな〈、今回が初めての鰻告である.まず島滞HPLC
機器にODS カラムを用い、イオンベヤー槽械を含む
メタノールと酢酸エチルの勾配lff出及び質量数測定によ
り色棄を調査した.その結果、ホウレンソウ繋どの比較
によりヲロロフィJl-a.bの他1..ネオキサンチン、ヴィ
オヲキサンチン、ルテイン、 β-カロチンの存在を認め
た.それ以外にとの穏にのみ存在する色素は質量数、 H
f1R、ガスクロによる測定から新色素 Lor凹 anthindo-
decenoateであ忍と同定した.なおプヲシノ務1..属する
位盟副盟盤皇陛E恒星皇毒事の練もこの Chlorarachnion
sp.と同じ色素組成を示していた.

〈国立環境研究所、事日本ロシユ研究所、終日本医大・
生物〉
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(71 ) 
0佐藤征弥*・佐々動**・縮鱒三*プラシノ

務鎖(Prasinophyceae) P，vramimonas pal'keaeに

おげる眼点の単般とその色素分締

務類の限点に関してはその機能や物質組成について

不明な点が多い.このような点を解明するためには限

点を単擁しての解析が必要である.プラシノ穫類

Pyramimonas parkeaeは約1.5μmの長さの眼点を

細胞あたり 1つずつ持ち，細胞の増殖が早いこと，細

胞獲を持たないことから限点の単般に適した付料であ

る.電顕餓寮では.細胞中の限点は細胞膜直下に葉緑

体包股に媛して直径80-120μmの狽粒が3屑に並ん

だ俗造をとっている.単般は細胞をイエダプレスを用

いて破線した後，遠心分画法により行った.眼点は

100，OOOgの遠心を行っても上滑に存在し.非常に密

度の低い物質で楠成されていると考えられる.遁心を

緑り返し，上摘を集めることにより純度を高めた.6R 

点の純度や形態は光顕や電顕を用いて確認した.単線

した眼点について漕屑ヲロマトグラフィーやHPLC

を用いて色素分併を行った。その結果，眼点には βー

カロチンが最も多〈含まれており.a-カロチンも若

干量存在していた。(*筑波大・生物.* *環境研}

(72) 0笠井文絵*・市村輝宜*キ t砂川水系{山形

県高畠町)におげるミカヅキモ個体調干の季節変動

砂川、小黒川は山間部から平野を経て母上川に滅入

する小河川である.この水系は、中涜部では湧水が滅

入するために年1聞を遇して温度の変化が少な〈、下波

書容では混度変化が大きい. 1990年3、B、8、Jlnにこの
水系におげるミカヅキモ Clo込旦担E自主盟h旦邑i観合

体の分布を調べた 3、6月に鐸取したサンプル中には

大型で冷水性のP併のみが見つかった.8月には湧水の

滅入する地点でf専られたサンプルにのみP群が含まれ

ていた.しかし、 P鮮の見つかった3地点のうち 2地

点でf専られたサンプルには中型と小型の交配併が混花

していた.また、織も下涜で水温の高かった地点で得

られたサンプルからは小型の交配君事のみが見つかった.

11月には中、下減場では噌水のため調査ができなかっ

たが、砂川の従来の翻査地点よりさらに上波及び小黒

川でP群と小型の交配群が混在するのが見つかった.

分厳培養した採の交配型を調べた結果、すべて片方の

交配型のみだった.この結果は河川では栄発地殖のみ

で分布域の鉱大縮小を行っていることを示峻している.

( *国立環境研、**東大・応微研)
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(73) 0斉藤昭二事・有賀祐勝U:津久井湖における植
物プランクトンの鉛直および縦断分布の季節変化

神奈川県の津久井湖は相模湖直下に位置する人工湖

である。 1989年12月から1990年11月に毎月2回.植物プ

ランクトンの鉛直分布(0，1. 3， 6， 10， 15， 20， 30圃;4測点)

および縦断分布(0回;11il司l点)を調査し水温随層およ

び流入水の流入深度との関係を検討した。クロロフィ

ル呈濃度の鉛直分布は， 12~2月中旬は全層均一的であっ

たが， 3月上旬に0~20m層で高い値を示した。それ以後，

高い値を示す深度範囲は.←6月上旬にはか6皿， 6月下

句~7月にはト3固になり， 8月中句~10月にはか311であっ

たが， 11月にはか10mとなった。 このような深度範囲

は.一つの例外を除き，季節にかかわらず表面と水温

畷層の聞であった。 優占分類群における縦断分布は.

クロロフィル呈10μg/t以上の場合に限ると， 2月下旬か

ら5月上旬および8月の出水後には.湖の幅が急激に変

化する水域を墳にして，流入部側と堰堤側で異なるこ

とが多かった。しかしその他の季節は全iI¥IJ点共通で

あった。前者は流入水の流入深度が表層の時期か流入

水量が多い時期に.後者は流入深度が水温路層より下

である時期に相当した。

(事神奈川県水道局，東水大・藻類， U東水大・言語類}




